












充 し発足す ることとなった。また,諸外国か らの強い要望に応えては じめ られた,
「紙の保存修復」国際研修 も第4回 目を数え,12ヶ国12名の研修生 を受入れ実施さ
れた。一方,昭 和61年か ら進めて きた敦焼莫高窟壁画保存修復事業については,
平成2年 度に敦焼研究院 と合意轡を取 り交わし,平 成3年 度 より6力年 にわたる
本格的な日中共同研究が進め られている。 さらに海外所在の 日本古美術 品修復事
業も平成5年 に引き続いて,ワ シン トン ・フリーア美術館所蔵 の日本絵画の修復
を実施 し,ま たスミソニアン研究機構 との保存科学研究交流や文化財保護に関す
る日独学術交流 も引 き続 き順調に進行 中である。その他の国際交流事業 としては,
本年度19年目となる国際研究集会を 「敦煙莫高窟の保存」のテーマの もと,17名
の研究者を海外から迎えて,充 実 した討議が行われた。この他文化財に関す る個





研究所の発展に尽力された諸氏の御努力に対 し心か ら敬意 と謝意を表す る次第で
ある。
平成8年4月 東京国立文化財研究所長
渡 邊 明 義
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3.公 開 学 術 講 座
4.夏 期 学 術 講 座
5.能 楽 技 法 講 座
6.博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修















3.主 要機 器 ・設備
4.黒 田 記 念 室
5.閲 覧 室



























束京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 に発足 したが,そ の前身であ り母
体 となったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国 美術院1野ナ属美術研究所
である、,
この美術研究所は,大llヨ3年7月,帝国〕庭術院長r爵116(黒田清輝の遺i亨により
美術奨励'1僕のため に寄附出絹 した資金で遺,漱 行人が選択決定 した 事業であ
るOす なわち遺 、1執行 人代表伯爵樺[II愛輔は,故 臼爵の遺志に したがってこの資
金で行 うべ き'J'rク)選択を伯爵牧野伸顕1こ一任 したO牧 野伯爵は帝国美術院 長福
原錬二郎及び東京)ミ術学校長 畳1沐直彦 とはかって諸ノ11fllの.i.Jliを徴 し,ま た,わ
が国美術研究の必要に照 らして次の劇業を行 うこととした、,
(1))ミ術に関する),礎的調査研究機関 として)ミ術研究所を設けることQ
(2)黒川r爵 の作ll;llを陳列 して同r爵 の功績 を記念すること。
(3)前:項の 目的 をaす るために適 当な建物 を造営すること。
(4)°」喋 成 、ン1のヒは ・切これを政府に1附 すること。
















昭和3年9月 前記の建物が竣工 したので,黒 田記念館 と名付け,美 術研究
所開設のため必要な備品 ・図書 ・写真等の研究資料 を設備 し,
また,館 内に黒田子爵記念室 を設け,黒 田清輝の作品を陳列 し
た。




同 年10月17日美術研究所開所式 を挙行 した。
昭和7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌 として,定 期i二ll行物 『美術
研究』 を創刊 した。
同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社 より明治大正美術史編纂費 として本年か
ら向 う5か 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝1`klx術院に寄
附 したい との申出があった。


















昭和13年2月12日 木造,平 屋建,延 面積97m・の写真室1棟 が竣工 した。








































昭和32年3月22日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 屋建,
8mYの保存科学部の薬品庫が竣工 した。
同 年11月30日従来の2階 建書庫の うえに さらに1階 を増築3階lfとし,増
築分延面積71m・が竣工 した。





して,鉄 筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積663m・の建物1棟 が
竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織現租の一部が改正され,新 たに保
存科学部 に修理技術研究室が置かれた。
同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工 にともない,旧 保存
科学部庁舎に移転 した。
昭和43年6月15日 文部省設置法の一部が改正 され,本 研究所は文化庁 附属機関
となった。
昭和44年8月23日 保 存科学部庁舎に隣接 して新営される別館庁舎(延1,950.41
mり の起工式が行われた。
昭和45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同年5月26日竣工式が行われた。
同 年3月25日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。
同 年5月8日 保 存科学部は別館の地階～2階 に実験用機械類の移 転据付を
完了 した。
同 年6月29日 保 存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し,同年10月15日
工事が完了した。
同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎の1階 に移転 し
一4一
L沿'1`
た(本館は,美 術部庁舎 となる),,これにより研究所の所在地 表
示 は 「12番53号」が 「13番27s,'-Jに変更された。
昭和46年4月1日 保存科 学部庁舎及び別館の敷地2.658m'を東京国立博物館か
ら所管換 された。
昭和48年4月12H文 部省設置法施行規llllの一・部が改正され,新 たに修復 技術部
が設けられ4部1課 とな り,修復技術部に第一修復技術研究室
及び第:修 復技術研究室が ・r'かれ,保 イ∫二科学部修理技術研究室
は廃 止された。
昭和52年4月18日 史音i～省設置法施行規1!llの・部が改正され,情 報資料部の新設
によ り5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料研究室及び写真
資料研究室が置かれ,美 術部資料室は廃 止された、,
昭和53年31」20it本館構内の写場等(木造,'1え屋建,延 面積144m2)を取 りこわ

















































































































































所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野
所 長 所 長 西 川 杏太郎 (美術 史)
庶 務 課 課 長 山 代 文 雄
課 長 補 佐 篠 原 一 夫
庶 務 係 係 長 浅 見 清
係 貝 宮 腰 香代f一
'1乎務 補 佐 員 武 田 知r
n 鈴 木 紀 枝
会 計 係 係 長 大 堀 岳 満
係 貝 渡 邉 弔 夫
事 務 補 佐 員 時 川 真 理
11 瀧 澤 桂 子
11 後 藤 由希子
労 務 補 佐 貝 菊 地 廣II'
Y:術 部 部 長 鶴 Ⅲ 武 良 (中国 絵1111映)
主 任 研 究 官 島 尾 新 (日本中 世絵画 史)
// 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)
11 岡 田 健 (ql国彫刻史)
11 田 中 淳 (ll本近 代 絵lllli史)
第 一 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋絵画 史)
調 査 員(非) 肥 田 路 美 (日本 絵Illli史)
第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日本ii"%h史)
演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 悪 子 Gi本近 世演劇)
調 査 員(非) 細 井 尚 子 (中国演劇)
Il:楽舞 踊 研 究 室 室 長 羽 田 拠 (日本 中世演劇)
研 究 員 高 桑 いつみ (日本音楽史)
調 査 貝(非) 石 井 倫 子 (日本中世演劇)
民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)




機 構 ・職 員 ・f算
、
所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野
保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計測 工'7:)
主 任 研 究 官 佐 野 」一 絵 (光化学)
化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)
物 理 研 究 室 室 長事務 取扱 三 浦 定 俊 (計測工学)
生 物 研 究 室 室 長 門 倉 武 夫 (環境科学)
研 究 員 木 川 り か (生物化学)
調 査 貝(非) 山 野 勝 次 (応川昆虫学)
修 復 技 術 部 部 ⊥乏 増 川 勝 彦 (装横技術)
i=.イr:研究 官 川野邊 渉 (高分r化学)
第一・修復披術研究室 室 長 中 里 瀞 克 (漆芸技法)
第:修復披術研究室 室 長 松 本 修rI (建築史)
研 究 員 尾 、ン1和 則 (装横技術)
技 術 補 佐 員 坂 本 雅 美
第:こ修復技術研究室 室 長 占 木 繁 夫 (考占学)
技 術 補 佐11 犬 竹 和
情 報 資 料 部 部 長 廣 井 雄 一 (日本 二1二芸 史)
1:イ「:研 究 官 井f誠 之輔 (東洋絵画史)
11 長 岡 龍 作 (日本彫刻史)
文献 資 料 研 究 室 室 長 米 倉 辿 夫 (日本中世絵画史)
研 究 員 勝 木 言一・郎 (中国絵画史)
「F務 補 佐 員 中 村 節 子
写 真 資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
～1こ門 職 員 野久保 昌 良 (美術写真)
調 査 員(非) R錨 敏 子 (日本絵画史)
1剛際 文 化 財 保 イ∫:1修復 協
力 セ ン タ ー セ ン タ ー 長 宮 本 長二郎 (建築史)
企[山1室 室 長 ,.t志 辰 夫
係 長 松 ド 冬 樹
係 員(併 任) 占 野 貴 子
調 査 員(非) 大 江 佐知t一
環境解析研究指導室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改.良学)
研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)
保 存 科 学 部 客 員 研 究 員 二 宮 修 治 (無機化学)
修 復 技 術 部 11 松 川 史 朗 (腐食工学)
情 報 資 料 部 n 伊與川 光 宏 (情報工学)
国際文化財保イ∫二修復協





所 属 官 職 名 氏 名 異 動 日 異動 内容
庶 務 課 主 任 渡 邉 重 夫 平7.4.1 昇 任
事務補佐員 後 藤 由希子 平7.4.1 採 用
事務補佐員 小 倉 聖 子 平7.8.21 採 用
美 術 部 調査員(非) 肥 田 路 美 平7.4.1 採 用
修復技術部 部 長 増 田 勝 彦 平7.4.1 J1・ 任
室 長 松 本 修 自 平7.4.1 昇 任
国際文化財
保存修復協 セ ン ター 長 宮 本 長二郎 `{'7.4.1 配 置 換
カ セ ン ター
企 画 室 室 長 1'i志 辰 夫 '1'7.4.1 配 置 換
係 長 松 ド 冬 樹 '1'7.10.1 昇 イ「:
環境解析研
究 指 導 室 室 長 西 浦 忠 輝
'1'7.4.1 配 置 換
研 究 貝 朽 津 信 明 '1'7.4.1 配 置 換
客員研究 貝 中 川 武 '1'7.4.1 採 川
'1え成7年1に おける退耳哉者等
　
所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考
所 長 西 川 杏太郎 `1'3.4.1-一'1'8.:x.31 退 職
庶 務 課 係 長 浅 見 清 ・ド6 .4.1～11/.u.3.31 転
係 長 大 堀 岳 満 '1りO.4.1～'F8.3.31 転
i三 任 渡 邉 敵 夫 r6.4.1～'F8.3.31 転
婁1二務 補 佐 員 勝 木 なほf 'F4 .1.1～'F7.7.31 退1職
美 術 部 室 長 三 輪 英 夫 II(;53.8.1～」F8.3.31 転 出
調 査 員(非) 肥 田 路 美 、iZ7.4.1～ 」F8.3.31 退 職
芸 能 部 調査員(非) 山 本 宏 子 きiえ4.4.1～ 玉F8.3。31 退 職
保 イ∫:科学部 室 長 門 倉 武 夫 昭37.4.1～ 平8.3.31 退 職
情報資料部 部 長 廣 井 雄 一 平5.1.1～ 平8.3.31 転 出
国際文化財
保存修復協 室 長 貴 志 辰 夫 平4.10.1～ 平8.3.31 転 出
カ セ ン タ ー
一10一
機 構 ・職 貝 ・予 算
3.名 誉研 究員
氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間 名誉研究員発令年月日
白 畑 よ し 昭5.6.30～ 昭27.8.1 53.10.18
高 田 修 美 術 部 長 昭27.12.1～昭44.3.31 n
登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 昭27.10.1～昭50.4,1 n
岡 畏三郎 美 術 部 長 昭20.5.15～昭51.4.1 1/
関 野 克 所 長 昭40.4.1～ 昭53.4.1 //
秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～昭42.2.1 54.10.18
久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20.5.31～昭57.4.1 57.10.18
川 上 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～昭57.4.1 〃
関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭18.12.15～昭58.4.1 58.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16～昭51.4.1 59.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.11.3～昭59.4.1 //
江 上 繧 情報 資料 部 主任研 究官 昭38.5.18～昭59.3.31 //
田 村 悦 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭22.6.16～昭60.3.3160.10.18
猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～昭60.3.31 u
伊 藤 延 男 所 長 昭53.4.1～ 昭62.3.3162.10.18
柳 澤 孝 美 術 部 長 昭21.9.30～昭62.3.31 //
三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10。1～昭63.3.3163.10.18
樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～昭63.3.31 11
田 實 榮 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭23.3.31～平 元.3.31 1.10.18
見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭34.4.1～平 元.3.31 //
濱 田 隆 所 長 昭62.4.1～ 平4.3.31 3.10.18
関 口 正 之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3.3.31 //
佐 藤 道 子 芸 能 部 長 昭34.4.1～ 平4.3,31 4.4.1
馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～平4.3.31 //
新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～ 平5.3.31 5.4.1
石 川 陸 郎 保 存科学 部主任 研究官 昭32.4.15～平5.3.31 rr
西 川 杏太郎 所 長 平3.4.1～ 平8.3.31 8.4.1
門 倉 武 夫 保存科学部生物研究室長 昭32.4.1～ 平8.3.31 //
三 輪 英 夫 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭53.8.1～ 平8.3.31 n
一11一






機 構 ・職 貝 ・f算
5.平 成7年 度特 別研究一 覧
(補正後)














研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
千円
重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 6,500
(1) 手法に関する研究
重点領域研究 美術史研究支援ツールの研究 廣井 雄一 2,800
(2)
総合研究(A)美術工芸品等の防災に関する調査研究 西川杏太郎 7,000
総合研究(A)古代東アジアの青銅製品鋳造に関する基 平尾 良光 1,000
礎的研究
一般研究(A) 文化財の修復に用いられた材料の効果に 増田 勝彦 9,000
関する追跡研究
一般研究(C) 中央アジア ・クチ ャ地方における中国絵 中野 照男 500
画様式の移入




機 構 ・職 員 ・予 算
研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
一般研究(C) 古代日本の動物遺体のDNA解析 木川 りか 1,200
一般研究(C) プラズマ処理による象嵌遺物の保存処理 青木 繁夫 1,100
法の開発研究
試験研究(B)木造古建築の保存を目的とした外装塗装 西浦 忠輝 1,600
(丹色塗装)の物性評価
国際学術研究 タイ国レンガ造遺跡の劣化現象と保存対 西浦 忠輝 2,700
策に関する調査
国際学術研究 科学技術を利用した文化財研究手法の開 西川杏太郎 2,000
発の総括
国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の保存対策 宮本長二郎 2,100
に関する共同研究
国際学術研究 漆 ・ニスなど伝統的天然樹脂塗膜の劣化 三浦 定俊 6,000
と保存に関する研究
計 44,900
7.平 成7年 度受託研 究一覧












部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
美 術 部 美術に関する基礎資料の研究
日本絵画史年紀資料集成15世紀 鈴木 廣之 平3.4
～ 平8 .3
室町水墨画資料 島尾 新 平6.4
～ 平11 .3
絵画に見る武装資料 廣井 雄一 平6.4
～ 平11 .3
明治後期～昭和前期美術資料 三輪 英夫 平6.4
～ 平11 .3
中国仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平5.4
～ 平10 .3
束アジアにおける造形と社会 島尾 新 平6.4
～ 平11 .3
芸 能 部 *伝統芸能における 「鬼」の実証的研 蒲生 郷昭 平4.4
究 ～平8 .3
*近現代における能楽技法の伝承に関 羽田 艇 平7.4
する研究 ～ 平11 .3
*元禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究 鎌倉 恵子 平6.4
～ 平10 .3
*「翁」の技法集成 羽田 示旦 平6.4
～ 平9 .3




*芸能に用いられる武器の研究 中村 茂子 平5.4
～ 平8 .3
保存科学部 *文化財施設の保存(収蔵 ・展示)環 三 浦 定 俊 平7.4
境の研究 ～ 平12 .3
*新しい文化財防虫防徽法の研究 三 浦 定 俊 平6.4
～ 平13 .3
*古代東アジアにおける背銅製品の変 平 尾 良 光 平7.4
遷に関する研究 ～ 平12 .3
情報資料部 *美術情報処理システムの研究一デー 廣井 雄一 平 元.4
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美術部は 日本 ・東洋の古美術並 びに 日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連
ある西洋美術についての基礎的調査研究 を行い,か つ,そ の成果を公表する
ことを活動の目的 としている。美術部は二室よ り構成され,第 一・研究室は古
美術を担当し,第 二研究室は近代 ・現代美術を担当している。
調査研究は各時代にわた り,絵画 ・彫刻 ・工1¥の各分野について,作 品と
文献資料 との両面か ら実証的に進め,と もに基礎 となる研究資料の作成 と整
理 とにつ とめている。その他,現 代美術の動向に関する調査 と資料収集 も並
行 して行 っている。 また当部では,作 品に対す る科学的な鑑識法を早 くから
積極的に活用 してきた。これ も当部の研究活動の特色である。 なお情報資料
部員 との間では,研 究や調査の面において緊密 な協力体制が とられている。
そのほか他機関 との共同研究による広領域の研究に も参加 している。なお,




調査研究の結果は,機 関誌 『美術研究』(昭和7年 創rl」)やその他の学会誌
に発表 し,単 行の研 究報告 も随時刊行 してい る。 さらに,研 究成果の一部を
広 く一般の理解に資するために,情 報資料部 との共同で毎年一回公開学術講
座 を開催 している。 また毎年 『日本美術年鑑』(昭和11年創刊)を 発行 してい
る。
なお美術部 は黒田清輝の遺産に基づいて創立された美術研究所 を前身 とす






明治以降の日本近代美術に関す る調査研究 と,こ れに関連する西洋美術及
び日本近世 の洋風美術の調査研究,と くに現代美術に関す る調査研究におい
ては,そ の年度に収 集した資料を整理 し,そ の成果を 『日本美術年鑑』 とし
て毎年刊行 している。平成7年 度は,平 成6年 の内容 をもった平成7年 版 を
刊行 し,引続 き平成8年 版の編集に着手 した。
また,昭 和52年度以来実施 して きた黒田清輝巡回展は当研究室が中心 と
なって行 ってお り,平 成7年 度は米子市美術館で開催 した。
(2>各 論
1.美術に関する基礎資料の研究









年度撮影 した 「温知図録」(東京国立博物館蔵)の 内容に関す る調査 を
継続 した。
3)国画創作協会,春 陽会,1930年協会の出品目録を収集整理 した。
(2)室町水墨画資料(中 長期:5年 計画の第2年 次)
1)下記の作品の調査を行 った。
室町水墨画及び関連作品(個 人蔵,東 京 ・兵庫)
東京国立博物館所蔵狩野家模本中の雪舟画(束 京国立博物館
と共同)
また中国江南地方(蘇 州 ・杭州 ・紹興 ・天台山 ・寧波 ・普陀
山 ・上海)の 仏教 史跡の調査を行った。
2)13世紀から16世紀における水墨画に関す る基礎資料の収集と研究史




3)収 集資料については,逐 次,整 理 を行 い,併 せてデー タベース化 を
進め た。
(3)日本絵画史年紀資料集成15世紀(中 長期:6年 計画の第5年 次)
1)昨年度 までに,源 豊宗 『日本美術史年表(増定版)』(座右宝刊行会,
1972),『原色図典 日本美術 史年表』(集英杜,1987),考古学会編r造
像銘記(改 定版)』(考古学会,1936),および久野健 『造像銘記集成』
(東京堂出版,1985)から計445件の項目を採録 して 「一'i.世紀絵画 史
年表」(改定第1稿)を 作成 した。
2)本年度は情報資料部の保管す る展覧会図録の調査 を行 ない,ま た京
都国立博物館編 『学叢』掲載の 「修復文化財関係銘文集成」(7号,
1985～17号,1995)を参照 し,延べ数で536件の項目を新 たに採集 した。
採集 した項 目は1件 ごとに調査票 を作成 し,図録等の当該頁の コピー
を添付 してファイルに収納 し,次 年度の研究に備 えた。
また,「一五世紀絵画史年表」(改定第1稿)に ついて,重 複項目を
削除 し,名称,所 蔵 などの誤 りを訂正 し,さ らに本年度新たに採集 し
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た項 目から追加 して 「増補改定第1稿 」を作成 した。 ただ し時間の制
約から,採 集項 目のすべてを年表に追加す ることができず,絵 画 を中
心に計85件の項 目の追加に とどまった。





川F多県 ヒ杉神社 甲冑 ・馬具
2)前 兀年絵詞,後 乱年絵詞,'iえ治物語絵巻等か ら武装に関する部分 を
抜粋 し,ま た,i;..物語,参 考源'1え盛 衰記,太'ド記等か ら関係記事 を収
集した(1
2.東 アジア美術 における造形 と社会(中 長期 二5年計画の第2年 次)
(1)制作 と'!:受の場についての研究
1)占代的空間意識 と彫像の機能
彫像に付加 された物語,堂 宇内の特定の安置空間(後 戸),山城 ・大
和を起点に認識された境 界観の分析 を通 して想定される,8・9世 紀
に彫像が猫得 した特殊 な(障 凝神){,1仰について,関 係資料 を収集 し
た、,
2)唐 本 ・宋本画像の意味 と機能





体的に把握するために,中 国漸江省の有力寺院 を訪問 した(中国五山,
天 目山,天 台山,dG:陀山等Σ,
3)絵画の享受 と 〈見立て〉の表現
中世の文芸思潮から法解釈 まで広 く見られる 「准拠」概念に着 目し,
室町時代の絵画・文学に見られる 「なぞらえる」表現技法の背景 を探 っ
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た。 また室町時代 との関連か ら,江 戸時代 の 「見立て」を成立させ た




『朝鮮王朝実録』を中心に 日本 ・中国 ・朝鮮 ・沖縄の外交資料 に注目
し,束 アジア交流史のなかでの屏風絵の役割 を検討して,こ の地域に
おける共通様式 を考察 した。成果は 「絵画のアルケオロジー一室町時
代における屏風絵の意義一」(『国華』1200)に発表 した。
2)室町時代における美術の流通 と価値観の形成
座敷飾関係の資料の収集 ・分析 を継続す ると同時に,唐 物の売買を
中心 とした美術の流通 システムについての検討 を加えた。
3)技術 と素材についての史的研究
従来,素 材あるいは造像技法の概念 として考えられてきた 「檀像 」
を,機 能の面から検討 し直 した。
3中 国仏教美術基準作品調査研究(6年 計画の第4年 次)
本研究は,中 国仏教美術作品のうち,銘 記,落 款,印 章,賛 文等によっ
て,制 作年,制 作地,作 者,発 願者などが明らかなものを 「基準作晶」 と
して調査 し,基 本的なデータや詳細な写真を整備することによって,中 国




中国仏教美術,中 国・日本 とも深 く関わ りのある朝鮮半島の仏教 美術,
また 日本における中国仏教美術の受容の諸相について研究を重ねてきた
研究者を招 き,各 自が もつデータを持ち寄 り,問 題の所在を明 らかにす
るとともに,今 後の調査研究の方法等について討議 した。
本年度の研究発表者は次の4名 である。








日本国内では,年 紀を有す る中国仏教 美術作品を中心に調査,写 真撮
影を行 なっている。本年度は,関 西方面(大 阪市立美術館,京 都国立博
物館等),東京(根津美術館等)で 調査 を実施 した。 また,中 国大陸では
陳西省 ・山東省 ・河北省 ・河南省 ・漸江省 ・江蘇省 ・四川省の石窟寺院
及び博物館での調査を実施 し,さ らに欧米6力 国の美術館 ・博物館でそ
の所蔵作品の調査を実施 した。
(3)基礎資料の収 集
既に国内の各機関,個 人等に分散 して蓄積 されている中国仏教美術作


















的 とし,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室 によって構成
されている。芸能部の研究 目標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法および
その継承保存に関する研究などがあ り,そ の研究に必要な資料の収集・整備,
および記録 の作成のための撮影 ・録音 ・録画などの作業 を行 う。研究の成果
は,刊 行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座などによって公表する。
平成7年 度は,特 別研究 「伝統芸能における く鬼〉の実証的研究」(4年計
画)の 第4年 次にあた り,資料収集,記 録作成,実 地調査 を行 い,研 究会を
開催 した。研究成果は夏期学術講座 ・「芸能の科学」24などで公表した。
演劇 研 究室
日本古典演劇について芸能学的に調査 ・研究 を行い,ま た,こ れら諸共能
の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野について も調査研
究 を進めている。
平成7年 度は,個 人研究として 「元禄期の浄瑠璃・歌舞伎の研究」「中岡演
















おけ る く鬼〉の実証的研究」に参加 した。
(2)各 論
1伝 統芸能における 「鬼」の実証的研究(4年 計画の第4年 次)
日本の民俗行事や宗教行事,能 ・狂言・歌舞伎 などの伝統芸能には,「鬼」
がいろいろに形や性格 を変えて登場する。本研究は,「鬼」の多面的な性格,
芸能的表現の多様性,歴 史的変遷 を総合的に把握 し,解 明す ることを目的
とす る。本年度はその4年 次で,下 記の調登 ・研究等を行 った。
(1)研究会開催;門 屋光昭氏(盛 岡大学教授,北 上市立鬼の館館長)を 招
いて講話を聞き,質 疑応答を行 った。
(2)実地調査;沖 縄県立芸術大学蔵のアカマタ ・クロマタ関係資料,愛 知
県東栄町御園の花祭 り,五條市陀々堂(念 仏寺)の 鬼走 り,京 都観世会
館での大蔵流鬼狂言,京 都府大江町の町立日本の鬼の交流博物館の展示
資料 を調査 し,茂 山千之丞,野 村万蔵の狂 一3謡を記録 した。
(3)成果公浅;研 究貝の個別研究の成果 を 「芸能の科学」24で公表 した。
2.元禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究(6年 計画の第2年 次)
元禄期の浄瑠璃について,鬼 の登場す る場 を中心に調査 した。〈鎌倉>
3.「翁」の技法集成(5年 計画の第2年 次)
本年度は,芸 能部舞台で金剛流の翁,観 世流の翁(お きな)と 千歳(せ
ん ざい),宝生流の翁 と千歳の実技者の型を撮影記録するとともに,技法に
関する聞 き取 り調査を行った。なお,撮影 したフィルムの一部はphoto-CD
化 し,型 の比較を試みている。〈羽田 ・高桑 ・石井>
4日 本音楽の伝承 に関する研究(3年 計画の第2年 次)
日本音楽の変化の諸相 について考察する。本年度は下記の研究を行 った。
(1)語り物音楽の特質 と,伴 奏楽器の機能について考察 し,公 開学術講座
で公表 し,併 せて実演者の協力を得て,常 磐津節 と長唄 を例に語 り物 と
歌 い物 を比較 した。




(3)『教訓抄』語彙索引作成 を継続 し,「家系 ・芸系編」を完成 した。
〈蒲生>
5.近現代における能楽技法の伝承 に関する研究(5年 計画の第1年 次)
近代以降 も変遷 し続けている能楽の,特 に技法の伝承 と演出のあ り方に
関わる事象 を重点的な研究課題 とす る。
本年度は,明 治以降に創作 された新作能 と第二次世界大戦後に1演 され
た復曲の流れを跡づ け,新 作や復曲が行われ る要因,そ の意義について考
察 した。 〈羽田>
6.伝統的唱歌の研究(5年 計画の第3年 次)
'1`'から鎌倉時代にかけての雅楽の唱歌を考察 し,能 の 「翁1の詞t;rと




人形戯 『目蓮戯』中の 「李世民遊地府」の台本検 討 と中国泉州 での実演
調査 を行い,地 獄の演出について考察 した。成果は 「芸能の科学124で公
表 した。〈細井>
9.能 と蹴鞠の比較研究




れる河童の様相か ら芸能の成立 を考察した。成果は 「芸能の科学」24で公
表 した。〈山本>
11.日本の 『目蓮記』 と中国泉州人形戯 『目蓮戯』の調査研究(2年 計画の
第1年 次)
江戸時代初期 まで浄瑠璃で行われていた 『目蓮記』 と中国で現在も上演





本年 は泉州で,『目蓮戯』及び芸能 と関わりの深 い道教儀礼の実演調査 と
記録撮影を行った。 また 日本国内で行われている盆踊 りの 『目連』につい













法 を用いて調査 ・研究 している。X線 分析法,質 量分析法などを用 い,主 と
して金属文化財に関す る劣化,保 存対策,材 料産地の推定などの研究を進め
ている。 また,文 化財 を取 り巻 く環境か らの大気汚染,酸 性雨 などの影響に
ついて汚染度の測定,影 響評価法の研究を行 っている。
物理 研 究 室
物理研究室では文化財の材質ならびに保存環境に関する問題点を物理的手
法 を用いて調査・研究 している。文化財の材質,構造の調査方法 として γ線・
X線 ・赤外線などを用いている。 また展示,収 蔵,梱 包 ・輸送 などの文化財














鎌倉市内4地 区および東大寺において観測 と調査を引き続 き行った。
測定項 目は温湿度 ・日照 ・瓜向 ・風速 ・雨llヒ・雨水 ・ミス トおよび大気









市内),東大寺(奈 良市),京博(京 都市)お よび東京学芸大学(小 金









他の地点 よりやや低 い値が得 られた。
東文研で1ヶ 月毎,高 徳院で3ヶ 月毎の暴露結果は,東 大寺の15ヶ
月暴露結果 と比較す ると,東文研,高 徳院では雨水中の陰 イオン総量
と相関がみられ,東 大寺では これ らより低い値であった。東大寺では
酸性ガス,酸 性 ミス トの測定値が地点 より低い値 で,こ の結果 を裏付




Sn:5%)テス トピースを設置 してブロンズ板表面を通過 した雨水中
のCu,Pb,Zn,Sn量をICP法で分析 し,降雨水組成 との関係を検討
した。降雨によ り溶出す る金属 イオンは,雨 水中の陰 イオン総量と相
関がみられ,測 定地域の上野〉鎌倉 〉小金井の順で地域の特徴が見 ら
れた。<門倉>
2.文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究(中 長期:5年計画の第1年次)
(1)収蔵庫 内の空気環境の評価法の確立のための甚礎研究
今年度は特に酸性物質の定性分析法,特 に酸性環境の実施設における
評価 ノ∫法につ いて検討 した。特定物質の検知管による検出は検出限界の
ために適用が困難であった。空気のサ ンプ リングに よる空気中の全成分
の分析は,評 価すべ き対象を絞 りこめず検討中であるが,応 用可能性 は
低い。吸収液 中へ捕捉する方法以外 には,現 状では定性分析す ら難 しい
ことが判明 した。
対策については,各 種添着剤の使用 とともに,化 学吸着剤を利用 した
空気清浄化について,基 礎的な検討 を行 った。
(2)展示 ・収蔵方法の安全性評価
揺れの特性および転倒条件に関す る基礎的 な情報収 集を中心に行 っ
た。地震動および輸送に関す る研究会 を各1回 開催 し,他分野 を含めて
研究の現状を把握 し,将 来の研究方向について検討 した。 また,揺 れの




また,免 震方法に関 して,各 社の免震原理や各機器の仕様が出そろっ
たので,各 社の起震実験に立 ち会い,デ ー タ収集を行 った。
(3)調査結果の公表
平成5年 度の保有環 境調査結果 をまとめ,月 刊文化財に発表 した。平
成6年 度の調査結果について 「保存科学」35号に掲載 した。〈:モ浦・佐野>
3.新 しい文化財防虫防徹法の研究(中 長期:7年 計画の第2年 次)
(1)新しい虫害防除法に関す る基礎研究
文化財の煉蒸ガスとして長 らく使用 されてきた臭化 メチルが,ハ ロン
の使川撤廃のため,数 年内に使用 できなくなる。そこで,代 替策の導入
が緊急の課題 となっている。すでに欧米などでは,代 替策 として,酸
化炭素燥蒸法や,凍 結処理法,低 酸素濃度殺虫法などが検 討され始めて
いる,,そのなかで 文化財材質に対 して影響が少ない点では,低 酸素濃度
殺虫法が,最 も好ましいと考えられる。そこで,こ のノ∫法が実際の防除
法として使 えるか どうか,昨 年度よりコクゾウやII本の1三な文化財害虫
であるヒラタキ クイムシ,ジ ンサ ンシバ ンムシ,ヒ メカツオプシムシな
どを使 って基礎実験 を進めている,,昆虫の種類によっては,か なり短期
間に効果が認め られ,有 望であることがわか った。 しか し,殺 虫にかな
りの長期間を要す る昆虫もあ り,従来のガス燃蒸と比較す ると実川化の
面で不利であることは否めない、,そこで,本 年度 も,期 間 を短縮するた
めの実験 を継続 して行 った。 その結果,文 化財の防虫剤 として ・般的に
使川 されているパラジクロロベンゼンを併用す ると,期 間短縮に有効で
あることが明らかになってきた、,
(2)畑蒸および防虫防徽法に関する現状調査
一昨年,昨 年にひきつづ き,保 存担当学芸貝研修 において,企 國の美
術館,博 物館,資 料館の学芸貝を対象に煙蒸お よび防虫防徽法に関する
アンケー ト調査 を実施 した。 その結果,3年 間 ともほぼ50%の館で年1
回の定期的な収蔵庫燃蒸が行 われていることが明らかになった。z,の
時期 としては,虫 やカビの活動周期か らす ると暖かい時期が一般的には
好ましいが,必 ず しも暖かい季節に収蔵庫嫌蒸が行われているとは限ら




ているケースもあった。全 く被害がみられない ときに も,f防 策として
年1回 の収蔵庫kを 行 うことが必要か どうか も考える時期に きている
といえる。定期的な清掃 と生物被害の点検作 業を行 うことで燥蒸の頻度
を減 らせ る可能性があること,ま た,煙 蒸の時期を暖かい時期に設定す
ることで投薬量が減らせ ることなど,今 後学芸員研修 などを通 して知 ら
せていく必要があろう。 〈木川>




衷京国 、ンニ博物館,東 都国 、ン:博物館所蔵の弥生時代資料,大 分県教育委貝会
などか ら提供 された弥生時代資料 を中心に約100点の鉛同位体 比を測定 し
た。これ らのデータを従来か ら蓄秋 している値 と比ll咬検討す ることを試み
ている、,
ICI代中国出f一の資料 として,商 時代,一'i'一頭K化 などの資料 を約30点鉛
同付二体比分析 した、,<'1初己>
5文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究
(1)鉛同位体比を利川 した銅製品の材料産地推定
k化庁,ii京II{位博物館,県 や市町村の教育委員会 ・発掘事務所 ・埋
蔵文化財センターなどが所蔵する,約200点の銅製品,発掘品などに関 し
て鉛同位体比測定 を行 った、,中国や トルコ出 ヒの金属資料を約100点,鉛
1司付:体比分析 した、,〈'F尾〉
(2)蛍光X線 分析法を利川 した研究





発生 している錆の結晶組成1則定の依頼 を受け,約500資料を測定 した。孔
雀石(マ ラカイ ト)はすべての資料に検出 され,構 同鉱(ア ズライト)
一`L9
保存科学部




遺物および関連資料について,内 部金属お よび粘土の化学組成 を測定 し
た。今年度は銅剣等に関する再測定資料 を測定 し,先 に測定 した値 と比
較検討した。〈平尾〉
(5)赤外線 エ ミシオグラフィおよびX線 透視撮影による調査
































染料 の光 による変化に対 し,具体 的な化学反応の検討 を行っている。
〈佐野〉
(3)LC-MSを利用 した調査研究
収蔵 中の染織品にあらわれたシ ミに対 し,そ の要因 と対策を検討す る
ため,環 境調査 とあわせて保存材料の材質チェックや シミを形成する化




史跡等の名称 観測項 目 観測開始時期
中尊、,金色堂 温湿度 ・変位 ・含水準1986年3月
鎌倉市内4地 点 温湿度 ・雨量 ・日照 ・風1992年12月
向 ・風速




の依頼を受け,平 成7年8月 か ら公開終了直後 まで再現壁画の収蔵 ・展




常時石室内および観察室内の環境(温 湿度)を モニ タリングし,春,秋
の年2回 一定期間(8日 程度)一 般公開を実施 している。公開に先立 ち
計器及び石室内部の点検を行っている。これは考古学者 との共同作業で
本年度 まで特に異常は認め られなかった。〈門倉〉
(4)美術館 ・博物館等館 内環境調査につ いて く三浦 ・佐野>
1)国宝 ・重要文化財 などの指定贔および東京国立博物収蔵資料の借用





























































博物館,高 浜市や きものの里かわら美術館,高 知県立美術館,東 京都美
術館,国 土地理院地図と測量の科学館,大 原幽学記念館,一 関市博物館
(仮)の27館。
また,全 国150館の新設既設美術館 ・博物館等文化財展示収蔵施設に対








































































岡崎市美術博物館 メナー ド美術館 名占屋市立)き術館

























































平成4年 度か ら科学研究費(重点領域)により 「化学的 ・光学的情報 を
用いた遺跡探査の手法に関する研究」のテーマの下に研究を行 ってい る。
今年度は群 馬県子持村田尻遺跡において気球から撮影 した可視か ら熱赤
一35一
保存科学部
外領域にわたる分光画像 を利用 して,遺 跡の範囲や形状 を探査 した。地
中レーダーの探査結果 と比較 して良い一致を得た。 また探査結果をもと
にボー リングを行い,そ こか ら採取 した土壌試料 を化学分析 した。古代
の道 と思われる部分では有機物の堆積が見 られるが,古 墳周溺ではその
ような傾向が見 られず,周 溝ができて早 い時期に,榛 名 山か らの火山灰
で埋 まったのではないかと推定 した。 また2月に群馬県北橘村でスカイ






昨年度,出 土木材のPEG(ポ リエチレング リコール)含 浸処理中に
発生 した微生物 を調べ た結果,PEG400を分解するバ クテllアが発生
していることを報告 した。このことより,出 土木材の処ll'1に使川 され
るPEGの 劣化には,化学的要因以外に も,生物的要因が関 与している
という知見が得 られたが,本年度は,これらのPEG分 解バ クテ リアの








のカビの調査 を実施 した。会期前に行 った調査では,再 現壁画裏面の
徽様のスポッ トからは,活 動中のカビは検出されなか ったが,収 蔵環
境の空中落下菌数 を調べると,通 常 レベルよりも高い落下菌数が検出
された観測点があった。空調の吹き出し口から直接風があたるところ




うにす ることと,環 境湿度を60%程度に下げてカビが活動 しに くい条
件にす ることを助言 した。また,会 期中,再 現壁画の側面の木組みの
部分 にカビ様 の変色 ・綿状の汚れがみ られるとの報告 を受けたので,
調査 した。その結果,該当箇所から検 出されたカビの コロニー数はバ ッ




受け,画 面に発生 しているカビの調査 を実施 した。その結果,画 面の
カビ発生部か ら検出された主な ものは,Aspergilles畝,Penicillium
砂.および αα40砂o珈〃側ρ.であ り,条件的好乾性の ものが 多く検出さ
れた。障壁画のある室内は,通 風が悪 く湿度 も高い状態にあってカビ
が発生 しやすい状況にあるため,瑞 厳寺 と共同で有効な改善策 を検討
する必要がある。
3)正倉院宝物の糸状 菌調査
平成7年11月の正倉院宝物の定期点検時に,カ ビとみ られる試料 を
何点か調査 した。
その結果,活 動 しているカビはいずれか らも検 出されなかった。 こ
れ らには,カ ビではない場合 と,保 存状態が良好であるためす でに死
滅 しているカビである揚合の両方が含まれると考 えられた。
4)高松塚古墳の糸状繭調査
平成7年3月28日 より3日 間,高 松塚古墳の定期点検に伴って,糸
状菌の調査 を実施 した。 目視観察では大 きな異常はみられず,良 好な
保存状態にあると考えられた。観測定点から培養 した結果検出された
主要 な種 としては,Penicillium砂.,Trichodermasp.,Fusarium畝,
Aspergillussp.が挙げられ,こ れらは昨年の結果 とほぼ同 じであった。
これらは,石 室内の常在菌と考えられるが,現 在進行 中の被害を及ぼ
しているわけではないので,今のところ大 きな問題はないと思 われる。








カツオブシムシが発生 した との報告 を受けた。通常のガス燥蒸ができ





紙本の修復において,効 果的に糊ぬきを行 うために酵素(ア ルファア
ミラーゼ)を 使用する試みが進められてお り,そ の有効性が確認されて




使用後に酵素 を失活させ る試み として,イ ンヒビターを何種類か試 した















第 二修 復 技 術研 究 室
紙 と布 を素材 とする文化財の修復技術を研 究 している。
絵画 ・文書類の素材 として,和 紙,絹 布,麻 布,木 綿布 とそれらの繊維,
顔料,染 料,接 着剤(膠,糊 など)を 対象とする。繊維の強度変化 ・変色な
どについての基礎的研究 と,紙 ・布 としての劣化要因探求により,修復技術
開発に資す る。現代の修復技術に不可欠な合成樹脂 その他の新素材 も,文化
財修復の観点か ら検討する。平成元年度から始まった 「在外 日本美術品の修












1.文化財における環境汚染の影響 と修復技術の開発研究(保 存科学部 と共
同)
鎌倉市内に四ヶ所の観測ステーションを設既して環境汚染物質の測定を





行 うとともに錆の分析 を行 った。その結果,ア タカマ イトやア ントレライ
トなどが検出され,あ ま りよい錆の状態でないことが分か った。
重要文化財島根県日御碕神社の劣化原因を知 るために東大寺 と同 じ観測
機器を設置し観測を開始 した。







験サ ンプルの作成を行 った。サンプル作成のため,漆 膜の完全硬化条





調査 した4点 の内,2点 の繊維が竹,2点 が楮であった。竹繊維の料
紙は当時の状況から中国製 と推測できるが,楮 繊維の料紙については繊
維からだけでは,日 本製か中国製かの判断は出来 ない。 しか し,楮 紙の




高舞台の漆塗 り塗装の劣化速度 を減少させ るための塗装方法および材
料の検討 を行 った。 〈川野邊〉
(2)紫外線による人工劣化絹の開発









和要文化財和歌山市大谷 占士賞出L金 属製品等の1修復処概を実施 した。
大谷占墳出iの 遺物については,馬 面やM,1甲などの馬具 を中心 にして修
復 を行 った、,とくに馬甲の詳細なii己録 を作成 しているので,そ れをもと
に考占学的 な考察を行い模造製作等をll式みるr定 でいる。プラズマ処理




存処理 ヒ問題があった、,これ らの問題を改良する研究 を行ってきたが,
実験の結果,乾 燥庫内の湿度を,ジ胡節することで亀裂発生の程度 を改良可
能 なことが分か ったので,乾 燥庫内の湿度rジ司整ができる真空凍結乾燥機




い くf定 である、,〈}畢沐 〉
(3)石造 文化財の修復に関す る研究
昨年度よりレーザーによる石材表面の汚染物質のクリーニ ング実験 を
行 っている。今 年度はレーザー照射機器の導入に伴 う,被 クリーニング
材である汚染物質などの分光特性や発振 レーザーの強度等の検討 を行 っ
た。〈青木〉
(4)遺跡 ・遺構の保存修復お よび復元に関する研究








松山市指定文化財釣 島灯台官舎の木 目塗 りの技法 と材質の調査を行 っ




屯要 文化財 正法 、～惣 門の彩色は劣化が激しく,修理の際 して復原彩色
を行 うこととなった、,本研究では,復元彩色に必要な情報 を得 るために,
図像復 原と使川顔料の分析調査 を行った、,
図像復原は,斜 光ライトとデジタルカメラを使川 して彩色の痕跡を画
像処理 して復原 した。顔料調査は,採 取 したサ ンプルを微少X線 回折に
よる鉱物同定 を行い,走 査型電r顕 微鏡 ・X線マイ クロアナ ライザーに
よりr1L;分析 を行 った、,その結 果,全 体の顔料の変質が激 しいことと,
胡粉の石膏への変'['rが確認 された。
(2)太宰府市観世 肖寺1-1°目地内出f:の漆r箱 復原に関す る研究
太宰府大字観音 、,.J一内lilt一の漆箱復ILに関す る研究(3年計画グ)3年次)
詳細な発掘 と断片保存を行 いなが ら,漆 箱復元のための調査を継続 して




(4)重要文化財 「旧札幌農学校演武場(時 計台)」塗装 の研究調査
建築各部の塗装サ ンプルを採取 し,断 面サ ンプルを作成 して,光 学顕
微鏡 走査型電子顕微鏡EPMA,レ ーザ顕微鏡 などを用 いて,各 塗膜
の構造,顔 料,分 散材などの同定 を行った。
一42一
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文 献 資 料研 究 室
美術 史関係を中心 とした図書 ・雑誌,調 査研究活動によって収集された各
種研究資料の整理 ・保管 ・閲覧を行 っている。また,日 本 ・東洋古美術関係
の文献 目録の作成 とともに文献デー タベースの開発 を行 っている。各年分の
文献 目録は 『日本美術年鑑』に掲載 し,一 定期間ごとに総合・増補 し 『日本 ・
東洋古美術文献 目録』 として刊行 している。現在,昭 和41年～60年分につい
て編纂作業 をすすめている。
写 真 資 料研 究 室
研究用写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧 を行 うとともに,各 研究
者の調査研究活動 に協力 して研究資料を撮影 し,資料の充実につ とめている。

























プロフォ トCDマ スター を試作 し,画質,容量等につ いて諸条件を検
討 した。
3)ロー カルエ リアネ ットワー クシステムの整備 ・運用 ・評価








特別研究 「有形 ・無形文化財デー タベースシステムの構築に関する
研究」の一環 として,関 連する研究分野の研究者6名 を招聰 し,協 議
を行 った。招聰者は以下の通 り。
1.張 洋一(堺 市博物館)2.加 藤哲宏(大 阪芸術短期大学)
3.成澤勝嗣(神 戸市立博物館)4.藤 田伸也(大 和文華館)
5.林知佐子(西 尾市立岩瀬文庫)6.松 原(713(京都国立近 代美
術館)
2)文 化庁 を中心 とする文化財情報ネ ットワー クシステムへの対応
平成7年 度第一次 ・第二次補正 予算によ り,急遽,本 年度中に,文
化庁 を中心 とする文化財情報ネ ットワー クシステムが整備 されること
とな り,所 内の協議で再確認された方針 に基づいて仕様書 を策定 し,
所内全体のLANシ ステムを実現 した。 また学術情報セ ンター間 に専
川ll11線を敷設し,SINETを利用 して外部ネッ トワー ク(インター ネッ
ト)へ接続 した。各年の概要に基づ いて作成 したホームページは,平
成8年 度 より開設す ることになった。
3)オ フラインによるデー タ共有システムの拡充
「共有化」環境 をめ ぐる研究会の開催のほか,当 部の作成 したデータ
ベー スについて,そ の運用評価 を各モニター機関に依頼 した。
4)オ ンラインデー タ通信の有効利用
学術情報セ ンター ・国文学研究資料館の雑誌記事索引データベース
を利用 し,将 来のデータベース公開に向けた諸条件 を検討 した。
2.美 術史研究における語彙の研究(5年 計画の第2年 次)
(1)語彙の収集
継続的に作成 している定期f=iJ行物所載文献データにはキイワー ドの入
力がなされてお り,当 デー タファイルからの語藁収集は本年度 も進めら
れた。
(2)デー タ記述の問題





画像データの蓄積利用環境は著 しく改善 されてお り,画像データベース
はさまざまな場所 で実現されつつある。 しか し大量の画像データの蓄積
は,同 時にそれ を有効に利用す るための検索 システムを要求する。それ
は文字 を中心 としたデー タベース とはやや様相 を異にするとはいうもの





述はいかに した ら可能か という問題 をめ ぐってい るよ うにみ うけられ
る。そのノ」法をめ ぐる議論の落 とし穴は歴史的,あ るいは異文化か ら生
産 されたphj像に対 して 「今,現 在の常識」がいかに有効かという問いか
け を欠いているところにある。この周辺の話題については情報処理学会
で報告 した(『情報処理学会研究報告』95-CH-281995.11)が,当lniは
すでに記述 されたものの全文 デー タを蓄積するの もひ とつの方法であろ
う。
(3)語彙の特性分析への準備
1)昨年度 と本年度の検討 を通 じて,分 野を限ったデー タベー ス(た と
えば江戸時代以前の絵画史,彫 刻史研究文献)を 対象 とした検索語彙
辞脅を作成す ることは比較的容易 であ ろうとい う見通 しは得 られた
が,本 年は語彙の大幅な広がりが予想 される近代現代美術 を対象とし
た語彙の収集をおこなった。
2)す でに収集 した古美術関連語彙の一部にその属性を付すデー タファ
イルや,限 定 された分野における語彙 インデックスを作成 し,語 彙分
類への準備を整えた。
3.デ ジタル画像データの蓄積 と活用に関する基礎的研究(5年 計画の第2
年次)




表者:東 京国立博物館 ・高見沢明雄)に よ り,前 年度に引き続き,所 蔵
ガラス原板 のうちキャビネ判1328カットを,また今年度新 たに手札判515




美術部第2研 究室所蔵の黒 田清輝作 品を撮影 した4×5カ ラーポジ
フィルム20点および情報資料部所蔵原板の同 じく4×5カ ラー ポジフィ
ルム20点の計40カッ トを原稿 とし,実 験用のプ ロフォ トCDマ スターを
試作 した。
試作 したCDの 画質等 を検討 した結果,お おむね良好なデー タを得 た
ため,こ れに引き続き,美 術部第2研 究室所1歳の黒田清輝油彩画4×5
カラー;」'ジ139カッ ト,同 スッケチブック4×5モ ノ クロフィルム180
カッ トおよび情報資料部所蔵原板4×5カ ラーポジ1175カッ トよりプロ
フォ トCDマ スター を作成した。
ただし,経 年変化に よって槌色 したカラーポジフィルムを原稿 とす る
場合の修正処理などに問題 を残 した。 また将来の画像 デー タベースへの
具体的な対処の方法についても課題 を残 している。
(3)ハー ド,ソ フ ト・ウェア
現有の汎用 コンピュータ(マ ッキン トッシュ・クワ ドラ900)に133MB
の メモリを搭載 し,実 験作業の効率 を上げることができた。 また,本 年
度は128MBのメモ リを増設 した汎用機(パワー・マッキン トッシュ9500)
に加え,接 続機器としてフィルムなどの透過原稿 の入力がで きるイメー
ジ ・スキャナ,35ミリ用フィルム ・スキャナ,フ ィルム ・レコーダ(35
ミリ用)な どの導入をはか ったので,デ ジタル画像の幅広い活用 をめ ざ
した各種の実験が可能になった。
4.日 本武装史研究
刀剣 ・甲冑・馬具 ・弓箭具などの武装研究は,有 職 故実 と作品研究が別々
に行われているが,こ れ を作品 ・故実 ・文献資料 をあわせて行 うものであ
る。本年は,愛 知県 ・猿投神社所蔵の武器武具類の調査,岩 手県 ・中尊寺
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所蔵 ・藤原三代関係資料 の内の武器類について,調 査研究 を行 うと共に,
絵画資料 を収集した。今後 も資料収集につ とめ る。(廣井)
5.古 代仏教彫刻史研究
平安時代初期木彫像研究 を継続 し,東 寺講堂諸像,薬 師寺八幡疏神像,
奈良 博薬師如来坐像,東 博薬師如来坐像等の作品調査,及 び関連資料の収
集を通 して,八 ・九世紀に彫像が獲得 し始める特殊な障磯神イ。1仰について
考察 を加 えたO
また,中 国における関連作品研究の一環 として,陳 西省北部及び西音1～の
唐 ・宋時代の石窟 を調査 した、,(長岡)
6.鎌 倉時代絵画史の研究
1)神護 、1}一モ画像についての試論発表(『源頼朝像一沈;1然の肖像p4j』1095.3)
後の補完的調査を行 った。 長勝 、¥(茨城県)蔵 「源頼朝イ蒙1な らびに聖
智、1、宇(杓lll朔り、91歳「溺1束`〔・;り1イ象」は ともに元・卜良μ与イ随グ)[山iイ象て",11il者`・tiii朝
遠忌に神護 、1}画像の模写,後者は 斜院復興嘱業を期に制作 されたもので,




2)人 の像 と神の像の問にあって,か ならずしも肖像lilliの中心ll勺な話題 と
ならなかった1=.題ではあるが,仏 や神や 人の画像 形成 ヒ1恥要な川題をか
かえているものがある、本年はそれ らの中か ら 「藤原鎌足像1の 調査を
開始 した、,
3)伝 記絵は人の物語の形成の場や物語を必要 とする社会集団のかたちの
枠組み を考察す るLで 駐要 な資料 である。本研究では,画 像奉懸の儀礼
と像主の物語形成の関わりへの関心から伝記絵 を検討 してい る,,本年は
これまで継続 している法然の伝記絵の延長で仏光寺(京 都)蔵 親1_fnr:人
伝絵の調査 を行 った。
4)こ れら調査でえられた資料のデー タベース化 を行 った。(米倉)
7.請 来仏画研究
日本に請来 された宋元仏画に関係す る仏教信仰 と制作の場 を考えるため
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に中国断江省の仏教史蹟 を訪れ,そ の現況 を確認した(9月)。主たる訪問




る定水 孝の所在を,慈 渓 市解家村に確認した、,(月手)
8中 国における石 窟美術の研究
中国河南省にみられ る阿弥陀浄 ヒ変相の図像 を中心に研究 をすすめて き
た、,
河南省の小南海イ1窟について,近 年行 ってきたフ ィール ドワー クの成果
をもとに,初 期几品往生1ツ1の展開や こ仏造像 の構成 とい う点か ら考察 を




盛唐期の敦煙における阿弥陀浄 ヒ変相」く・観経変相 を対照にフィール ドワー
クを行 った、,とくに敦煙 莫高窟第431窟・第215窟など,来 迎引接式九品往
生図の壁画を有する'/,について も調査を行 うことができた。それらに対す
る図像学的研究が今llの課題である,,(勝木)
7.国 際 文化 財保存修 復協 力セ ンター
(1)概 要
文化財は人類共通 の遺産であ り,国 家,民 族 を越えて,そ の保存 ・修復に
当たらなければならず,そ のためには国際協ノJが不"∫欠である。国際文化財
保存修復協力センターは,世 界の文化財の保 イ∫:・修復に関する国際的な研究
交流,保 存修復事業への協力,馴"隊 の養成,情 報の収集と活用等 を実施 し,
文化財保護における国際的な責務 を果たすことを1;r1勺として,平 成7年4月





世界各国,各地域の文化財 とその保存に関す る資料の収集,整理,デー タベー
スの作成を行 ってお り,ま た,国 際共同研究,国 際会議 ・セ ミナーの企画,
実行や諸外 国の専門家の研修 に関す る仕事 を行 っている。さらに,基 礎研究
として,屋 外の石造および木造文化財 の劣化 と保存処置に関す る研究等を
行 っている。
企 画 室
国際協力事業の企画,運 営,諸 外国,関 係機関 との連絡,調 整等の3ド務を
行 っている。
環 境解 析 研 究 指 導 室
世界のK化 財の保 存,修 復 に関す る調査研究を行い,ま た,国 際協力'ド黙





1)カ ンボジアのアンコール遺跡,タ イの クメール遺跡群等の保イ∫:修復
事業における現状 と問題点について研究協議会を行 い,意 見交換 を行
うと同時に情報収集を行 った。<西浦 ・松本 ・朽津>
2)国 内 ・外で開かれた国際的 な会議,講 演会,研 究会等に参加 し,多
くの情報を得た。〈西浦 ・松本 ・朽津〉
② 組織 機構,プ ロジェクト等についての調査
1)東京国立文化財研究所 を訪れた諸外国の文化財保存関係 者から個別
に各国の状況 を聞 き取 り,資 料 とした。<西浦 ・松本 ・朽津>
2)海 外で行われている国際的 な研修事業における教育カ リキュラムの
調査 を行っている。<松本>




4)ユ ネス コ(世界遺産センター),イ クロムを訪れ,事 業内容 と現状 の
問題点,今 後の協力関係等についての調査 と協議 を行った。〈松本〉
(3)保存担当者 リス トの作成
1)世 界,特 にア ジア諸国の文化財保存担'1賭の国別 リス トを作成すべ
く,情 報の収集に努めている。 この場合,単 に人名を網羅するもので
な く,実際に役立つ内容のある リストにすべ く,デ ー タベース化 を開
始 した、,<西浦 ・松本>
2)国 内の文化財保 イ∫:に関わる機関及び人材の リス トを作成 している。
この場合 も単なるリストでなく,利 川価仙の高いデー タベースとする
ために,そ の整理ノJ法等 を検討中である、,<西浦 ・松本>
3)国 内の機関,研 究 者の海外協力事業についての調査 を開始 した。将
来出版物 として定期的に情報 を公開するf'定である。<西浦 ・松本>
2屋 外石造文化財の劣化 と保存修復処置に関する研究(中 長期 二10年計画
第5年 次)
(1)洞窟,磨 産仏等の劣化現象 と保存対策に関す る調査研究
1)福島県小高田∫,史跡 ・薬師堂石仏の劣化状態を定期的に調査 してお
り,大屋根架設後の岩体の乾燥に伴 う状態変化について,保 存処置方
を踏 まえつつ,調 査を糸1米続 している,、<西浦 ・朽津>
2)中 国 ・敦煩 莫高窟における壁画の塩類風化の進行速度を見積 もるた
めに,洞 窟内外 での蒸発1婁1:のIII測をイfった。その結果,通 常状態にお
ける壁画表面からの蒸発は計測困難なほど小 さく,従って塩類風化は,
通常の環境 ドでは殆ど進 まず,大 雨の ような例外的な状況の下で一気
に進行す ることが推定された。こうした点を考慮 した保存対策が望 ま
れる。<朽津>







5)神 奈川県,重 文 ・元箱根石仏群 の保存修復について,材 料の選択や
処理 方法の検 討等 を継続 して行 っている。〈西浦〉
(2)石材の劣化現象についての岩石学,鉱 物学的調査研究
1)犬 山市 ・明治村 内の石造文化財に用いられている石材の脆弱化 した
部分 の試料について,偏 光顕微鏡等によって劣化状況の観察 を進めて
いる。<朽津>
2)ド イツ ・レーゲンスブル ク大聖堂の建築に砂岩 と石灰 岩の2種 の石




ついて,そ の物性 を比較検討す るための実験 を行 っている1、凝灰 岩,
砂岩,安 山岩試験 片を川いた浸透性測定,石 粒を川いた強化力評価実
験,処 理石材の水蒸気透過性試験を行っており,特 に,1一 ロッバで
広 く川い られているエチルシ リケー ト系強化剤 であ るWackerOII
と日本で 多く川いられているメチル トリエ トキシシラン系擁 水強化剤
であ るSSlOlとの比較を行 っている,,本年度は特に,これらシリコー
ン樹脂の硬化過程(重 縮合反応)に ついてFT-IRによる解析 を行い,
完企硬化にはかな りの期間を要することが確認された、,〈西浦〉
(4)渥外石造 文化財のr境 と劣化に関する研究
1)大分県の石造 文化財調査に顧問 として参加 し,調 査マニコ.アルの作
成 を行い,調 査ノ1法についての指導 を行 ったO〈西浦>
2)タ イ国東北部の クメール石造遺跡の劣化現象についての調 査を行っ
てお り,特 にパノム ・ルン遺跡においては,無 電源長期環境計1則シス
テム を設置し,測 定を行っている。〈西浦>
3,文化財の保存 を目的としたレンガの劣化現象 と保存対策に関す る調査研






ガの劣化状況を観察 した。 各建物では,塩 類の析出によるレンガ表而
の劣化が 目立ったものの,海 岸に近い金森倉庫群,ベ イ函館 と,や や
海岸か ら離れている旧北海道庁函館 支庁 じIF籍1・1ことでは,析 出塩 も劣化





いて,現 地'1季務所 と連絡 を取 りなが ら観察 を続けている。 〈朽津〉
、
(2)国外における調査
1)タ イ国の代 表的なレンガ造遺跡であるスコー タイ遺跡,ア ユタヤ遺
跡において,レ ンガの劣化現象についての詳細な調査 を行 った。また,
両遺跡に無電源長期環境(大 タく温度,大 気湿度,日 照強度,雨 量,レ




ンガの劣化原因の 大きなものの一つ となっている塩類の析出の問題 を
考察する目的で,同 遺跡に川いられていたオ リジナルの修復用のモル
タルと蒸留水とを反応させて乾燥 させる実験 を行 った。 その結果,修
復川の モル タルの場合にのみ顕 薯:な塩類の析出が観 察されたことか




1)松戸市立博物館蔵の板絵に見られた鉛 白の変色 と,そ れに対す る修
復処置に伴 う顔料鉱物の変質について,微 小部X線 回折 を用いて観察






2)水 沢市 ・正法寺惣門の彩色壁画の顔料 を分析 し,現 在は変色してい
ると考えられるものについても,使われた当初の顔料 と色 を推定 した。
壁画の修復に際 し,こ の分析結果が尊重される予定である。<朽津>
3)島根県 ・神原神社古墳に用い られた赤色顔料 を,X線 回折によって
分析 した。その結果,竪 穴式石室内部には朱が用いられていたのに対
して,石 室外の埋納坑内の土器には,多 量のベ ンガラが保有 されてい
たこ とが判明 した。この事実か ら,今 後古代 における赤色顔料の使い
分けに関す る議論が発展す ることが期待 される。<朽津>
4)函館空港遺跡出土の土器片に付着 していた顔料を,EPMA分析 した




1)島根 県 ・荒神谷遺跡において,銅 剣の状面 を概 っていた蝋色hの 粒
土分析 を行 った結果,こ の部分 では,周 辺の土壌 とは全 く異なる細粒








わ る重要 な問題である。文化のバ ックグラウン ドの異なる国々 との国
際協力を行 うについては,充 分 な調査 と理解が必要であ り,実際の事




















・来住廃 寺跡(愛 媛 県)




1)長い スパ ンでの敦煙 莫高窟の保存環境について考察するために,地 球
規模での長期の環境変動について,種 々のデー タから解析 したところ,
中国中央部においては,ADI200以降は気温変動 が他の地域に比べて小
さ く,遺跡保存の点でイ1利であった と考察 された。
2)第194,53,258窟に設置した環境、;i'測機器によ り,外気温度,外 気湿
度,日 照強度,風 速,洞 窟内各部位 の1占lt度と湿度,岩 体内温度 と湿度等
を測定 している。本年度 も継続 して計淑1比てお り,回 収 したデータの解
析 を行った。




4)洞窟内外の粉塵量の調査 を行 った。特に開放窟におけ る見学者の出入
りに伴 う変化について測定 し,現 在解析中である。未だ充分なデー タは
得 られていないが,今 後中国側でデータの集積がなされ るf定 である。
(2)病害研究班
1)壁画の塩類風化の進行速度を見積 もるために,洞 窟内外での蒸発111:の
計測を行 った。その結果,通 常状態における壁画表面か らの蒸発は計測
困難なほ ど小 さく,従 って塩類風化は,通 常の環境下では殆 ど進 まず,
大雨のような例外的な状況の下で一気に進行することが推定 された,,
2)第194窟における大1k模な壁画の崩落 と塩類の析出が,いつ どの様 な状
況で起 きたかについて,文献等から調査 したところ,1908年ベ リオによっ




1)第53窟の壁画の斜光写畑 最影 を終 え,図 化 を行 うf定 である、,
2)洞 窟内壁画の"」二畑 最影を簡便かつ精∫ワに行 うための撮 影装 ・r'を開発
し,試 作 した。現イ量三最終的な改良を行 っているところである,,
3)第258窟の煙燃壁画の クリーニングを行 うに当たって,レーザー ガンに
よるクリーニ ングノJ法について,試 験片を使 った実験を行った、,実際に
現場で応川で きるかどうか,今 後検討 してい く、,
4)壁 画修復川擬t.について,特 にその透気性,透 水性について,実 験室
での測定 を行った。
(4)国際研究集会
「敦煤莫高窟保存国際シンポジウム」を開催 し,研究報告 と討議を行 って,
莫高窟保存の課題 と展望について考察 した。
(5)研修事業




(2)スミソニ ア ン研究 機構 との国際研 究交流
今年度は 「科学技術 を利用した文化財研究 丁一法の開発の総括」 という科学
研究費のテーマの下で,特 にベ トナム出土の陶磁 器について研究 を行った。
日本側か ら3月 に青柳洋治(上智大"γ:)が訪米 し,ブ リア ・サ ックラー美術館
の所蔵する陶磁器の調査 を行い,ア メリカ側か らは2月にパ メラ ・バンディ
バー(保イ∫二分析研究所)が来 日して,研 究成果の交流を行 った、,
(3)タイ国レンガ造遺跡の劣化現象と保存処置に関する調
査研究
科学研究費国際'γ:術研究海外 　,に よ り,本 年度から3ヶ 月計画で調
査研究を開始 した、,本年度は7月 と12月に タイ国 を訪れ,タ イ国内のレンガ
造遺跡の調査 を行い,代 表的な遺跡であるアユ タヤお よびスコータイに環境




化 と保イ∫:に関する研究1の 共同研究を行い,今 年度が11x終年度である。6月
に川1'」渉が訪独 して漆試料の分析 に関する共同{lll:究を行い,7月 に三浦定
俊 と加藤寛(東京国立博物館)が訪独 して ドイツ国内の漆工品および関連資料
についての調査 を行 った。2月 には歴史民俗博物館の11高薫が訪独 し,15-16
世紀の南蛮貿易資料の収集にあたった,,また11川こドイツ側からベルンハル
ト・ドール(連邦政府),ミハエル ・キューレンタール(バイエルン州立文化財
研究所),ジー クフ リー ト・エンデルス(ヘッセン州K化 財局)の3氏 が来 日し
て,岐 阜,石 川,沖 縄などにおいて漆L芸 品の調査を行 うとともに,関 係者






(5)シリア,ア イ ンダーラ神 殿遺 跡の保 存修 復
ア インダー ラ神殿遺跡はBC10世紀に遡 る古代 オ リエ ン トの重要 な遺跡
で,1956年と1976年に発掘が行 われた。 この遺跡を特徴づけるのは玄武岩に
彫られたスフィンクス及びライオン像のレリーフである。 これらは発掘直後
から損傷が著 しく,早 急な保存修復処置が必要 とされていた。 そこで昨年度
より5年 計画で,住 友財団の助成 を受け,シ リア考古総局 との共同で,保 存
修復事業を行 っている。 日本側研究者及び技術者が4月,10月,12月に現地
を訪れ,石 彫 レリーフのクラックへの樹脂注入充愼処置,足 跡石の強化防水
処置,床 石の講上げ処置等 を行った。秋には1ヶ 月問シ リアから研修生 を招






ついて,タ イ国立博物館 との共同研究を継続するとともに,本 年度よりベル
ギー王立文化財研究所 との共同研究 を開始 した。
(1)建造物等崖外文化財の保存修復に用いられ る合成樹脂に関する調悩}F
究
1)タ イ国において建造物,遺 跡等屋外の文化財の保存,修 復に用いら
れている合成樹脂についての調査 を,タ イ国政府芸術局考 占部 と共同
で行 った。特 に東北部の クメール遺跡,及 びアユタヤ遺跡での調査 を
石材及びレンガの保存対策 と絡めて調査研究 を進めている。
2)ベ ルギー王立文化財研究所を訪れ,石 造建造物の保存,修 復に用い
られている合成樹脂について,そ の現状 と問題点,さ らには,物 性評
価法の標準化についての研究協議 を行 い,具 体的な共同研究の進め方







1)タ イ国等東南アジアで,美 術工芸品,考 古遺物,民 俗資料,古 文書
等,博 物館,美 術館の収蔵品を中心 とした,屋 内に保 存されている文
化財の保存,修 復に用い られている合成樹脂についての調査 をタイ国
立博物館保存部 と共同で行った。東南ア ジアでは天然樹脂 もかなり用
いられてお り,合 成樹脂 との使い分けや,そ の根拠などについて も調
査 を行っている。
2)大 英博物館保 存部を訪れ,大 英博物館 で行 われている修復作業に用
いられている合成樹脂について,ま た,そ れらの物性評価方法につい





2)実験的研究 として,木 造古建築の外装塗装 としての丹塗 りへの合成
樹脂の応用について,そ の耐久性の面か らの評価実験 を行 っている。
(7)海外所在日本美術品調査
当研究所では,昭 和63年以来,欧 米所在の明治時代以前の 日本美術作品に
関する基礎 データの収集に努めてきた。平成2年 度よ り,文化財保存修復学
会(旧 古文化財科学研究会)が 日本芸術文化振興会から助成 を得て 「海外所
在の日本文化財 を対象 とする調査研究」 を行 うことにな り,当研究所がその
委嘱 を受けて調査研究を担当した。平成2年 度の メ トロポリタン美術館,3
年度のバー ク ・コレクション,バ ー ク ・ファウンデー ション,4年 度のフィ
ラデルフィア美術館,5年 度のプライス ・コレクション,6年 度のサ ンフラ






①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表




② 揚州 八怪(講 談社 「水墨美術体系」i・ 巻の中文丸1訳)
qll団「,i,iイL)こ争1サ家1総 第8Jell











中匡渓 術館め ぐり4台 北故1川専物院
『中国年鑑]995年版』 史化 ・美術の項
中国の前衛)ミ彷∫








⑤ 中国の社会i蔑 美術 ・1949-19851Dl1友 好会f'i;
⑤ 張大Tの 芸術的生涯 松溝 美術館
⑤ 中国美術一ポス ト'89日 中友好会館
⑤ 現代中国美術の動向一社会主義美術か ら前衛美術へ一
文字文化研究所第三十六回定例研究会



















島 尾 新(主 任 研 究 官)
① 瓢 鮎 図 一 ひ ょ う た ん な ま ず の イ コ ノ ロ ジー 一 平 凡 社7。6
② 花 鳥 図 屏 風 の 図 像 学 「国 華 」12017.12
② ドキ ュ メ ン ト と し て の 絵 画 一 王 義 之 ㌃1欄図 の1由iと詩 一
「x三争1サイリF多巳」3637。12
③ 伝f一佐 光信 筆 花 鳥 図 屏 風 「国 華 」12()17.12
④ 会 所 飾 の 問 題 空 閾
唐 物 を巡 る 「X術 」シ ス テ ム か ざ り研 究 会7.12.23
④'1油 ・人 門'1≧ 舟 サ ミ ッ ト 岡 山 県1書訓 ・i[r∫8.3.25
⑥ 日本)ミ術 の 至 宝 「'1「舟lIIICIq・ ハ イ ビ ジ ョ ン8.3
田中 淳 住 任研究官)
①1リ1治の洋画 黒lllll8脚とr噛 会 日本の)ミ争1サ351至文堂7.1
③ 「男の顔」がわか らないということ
「男の顔展図録1ギ ャラリー長谷川7.7
③ 卜亀広太郎筆 顔 「美術研究」3638.1
④ 萬鉄'i.郎の 自画イ象
シンポジウム ・萬鉄'i.郎の白画イ象 萬鉄1i.郎il己念美術館7.5.1
④ 後期印象派考)ミ 術}苓ll・情 報資料部研究会7.12.13
山梨絵美子(1こ任研究官)
① 高橋由一・と[リ」治lli∫期の7'」:phl「 日本の 美術」349至文堂7.6













⑤ 描かれた 「海の幸 ・山の幸」一その主題の変遷
ブリヂストン美術館土曜講座
⑥ 徳川慶喜 「油絵を描 く将軍」NHK「 日曜美術館」









③ 麦積山石窟,雲 岡石窟,醜 門石 窟 「月刊 しにか」70大 修館i鉢店8.1
④ 西域 クチャ地方の中国様式絵画
美術部 ・情報資料部公開学術購座7.11.25





















⑤ 日本の語 り物 と三味線
第26回東京国立文化財研究所芸能部公開学術講座7.11.28
⑥ 東京国立文化財研究所芸能部公開学術講座 語 り物の音楽
「川:1」文化財」385号7.10
鎌倉 恵子(演 劇研究室長)
② 近松Ill佐衛1"1の鬼 浄瑠璃の場合 一 「芸能の科学」248.3
② 演劇の隆盛(占 浄瑠∫蘇9




細 井 尚 子(演 劇 研 究 室)
② 「中 国 泉 州 提 線 木 偶 戯 『目蓮 戯 』 の 『李ll眠遊 地 府 刑
1芸能 の 科 学 」248.3
⑤ 中 国 の 語 り物 一歴 史 唾 ・纐 ・楽 器 一
第261111iis,:i藍1、/.文イヒ貝・ケイ1川二究,りL}'ξ育旨}馴5づ!、1}封詩}∫ニイボh;静ノ4≦7.11.28
⑥ 川 劇 に み る化 粧(8)(9)(翻訳/原 文張 中学)「 化 粧 文化 」32,33,7.5,11
羽 田 爽(ii"%r:舞踊 研 究 室 長)
② 虚rと 能 一 演 者 ・評 者 ・作 者 と して の 「俳 句 」4月 号7.4
② 戦 後 五 十 年 の 能 ・狂 言 『戦 後 日本 の 芸 術 文化 史』(ぎ ょ うせ い)7.12
③ 能 の 広 が り 『能 人 門 淡 交 ム ッ ク』(淡 交社)7.5
③ 〈祭 祀 空 間 と芸 能 空 間 〉 を め ぐ っ て
「年rll藝能 」 第2り ゜(藝 能 学 会)8.3
④ 伝 統 芸 能 の 鬼 夏 期 学 術 講 座7.7
⑤ 能 の 作 者 に つ い て 金 春 円 満)f=会公i網講 座7.8.6

















「芸 能 の 科 学 」248.3
日本 放 送 川 版 協 会7.4
夏其月ε'γ:争iサrl降'人1≦7.7
NHK教 育 テ レ ビ7.4・8・12
梅 若 能 楽 学 院 公 開 講 座7.6
1iξ1、ンニ育旨楽 雪窺づ奏け目ll跨1践睦81～3
Dξ1、ンニ育L'楽'と詮llJJ1:iu1筋II}二7.11
石井 倫子 倍 楽舞踊研究室)
② 〈小鍛冶〉の 「白頭」 片山)L郎イf衛門後援会会報58
② 蹴鞠に関す る一・試論 一能の身体 との関わりか ら 一
f"`1;能の科学124
③ 鐘巻から道成 孝へNHK日 本の伝寿♂己芸能
③ 能の歴 史とその変遷NHKII本 の伝統 芸能
中村 茂子(民俗芸能研究室長)
























④ 「バ リ島のや し酒の歌 とその背景」 日本民族学会
④ 「神戸の雨乞歌にみる水管理 ・環境保全 とメンタリティーの関係」
東洋音楽学会
④ 「沖縄の太鼓 とその周辺」 民俗芸能学会
④ シンポジウム 「ブイール ド・ワー ク、測
イン ド,;:楽研究会 ・東泉芸例;伏学民族,;:楽ゼ ミ主催
④ 「福建省の人形劇1東 京芸術大学民族 高楽 ゼ ミ
⑤ 「SOYAさかいi番 組解説NHK大 阪
⑤ 「沖縄の人々 と弦楽器1那 覇ll注llll『弦 と歌う』
⑥ ―沖縄のエイサーの太鼓1『 たし・ころじい』11巻
⑥ 「伝統1!:楽文化の厚み 福建 省泉州 と1[1・縄 県読谷1
『人と芸能』2号
⑥ 「バ リ島 トゥンガナン村ガムラン ・スロンディンの神聖」
『東洋1陰f楽研究』60号
⑥1サ モアの舞踊とリズム楽器1『 たいころじい』12巻






















① エ ミシオグラフィー 『考占資料分析法(考 占学ライブラリー65)』
川li・斎1爆翁髄1,pp.10-11,7.10
① 「残差画像 チ測法」『1・dヒ』 同 ヒ,PP.12-13,7.10
① 「文化財保存修復学会の沿革1『よみがえる文化財一芸術 と科学二の接点』
K化財保イ∫二修復学会編,pp.7-19,7.10
② 化学的 ・光学的情報を川いた遺跡探査の1一法に関す る研究(共 著:川 野邊 ・





② 紫外線劣化絹の修復材料へ の応用の可能性(共 著:川 野邊 ・佐野 ・米山 ・田
畔 ・岡),「 保存科学」35,pp.40-48,8.3
② 文化財試料の化学発光測定におけるS/N比 の検討(共 著:佐 野 ・米山)
「保存科学」35,pp.57-65,8.3
② 東京都美術館 「法隆寺金堂壁画展」に関する保存環境調査
(共著:佐 野 ・木川),「 保存科学」35,pp.66-73,8.3
② 展示公開施設の館内環境調査報告一平成6年 度一(共著:佐 野)
「保 存 科 学 」35,pp.74-79,
③ 航 空 機 か ら 赤 外 線 画 像 で 遺 跡 を探 査 す る"Newton"15(5),pp.13,
③ 文 化 財 ・考 古 学 に お け る光 ・画 像 計 測






③ 国指定文化財等展示公開施設のシー ズニングについて一平成5年 度展示公1粥
施設の館内環境調査から一(共著:佐 野),
「月刊文化財」,384,pp.4-11,7.9
③ エ ミシオグラフィー と透過X線 写真撮影による調査
「修復」2,pp.12-13,7.11
④ 隠された肖像画の画像解析(2),(共同:花 泉 ・山田 ・田中)
第17回文化財保存修復学会講演会大会,7.6.3-4







坂本 ・神庭),第17回 文化財保 存修復学会講演会大会7.6.3-4






考古学 と不可視画像,不 可視画像 ワークシ ョップ7.6.21
梱包概論(梱 包の科学)
指定文化財(美 術工芸品)展 示取扱い講習会(東 京),7.7.13




















① 第3章 調査2木 灰漆の分析r東 大寺南大門国宝木造金剛力士立像修理報告
書本文篇』 文化庁文化財保,獲部美術工芸課編,pp.82-86,5.3
① メスバ ウアー分光分析法 『考占資料分析法(考 古学 ライブラリー65)』,
田口 ・斎藤編,pp.44-45,7.10
① 電子スピン共鳴分析法 『同上』 同上,pp.46-47,7.10
② 紫外線劣化絹の修復材料への応用の可能性(共 著:川 野邊 ・米 山 ・三浦 ・田
畔 ・岡),「 保 存科学」35,pp.40-48,8.3
② 文化財試料の化学発光測定におけるS/N比 の検討(共 著:米 山 ・三浦),
「保 存科学」35,pp.57-65,8.3
② 東京都美術館 「法隆寺金堂壁画展」に関する保存環境調査(共著:三 浦・木川),
「保 存科学」35,pp.66-73,8.3
































平 尾 良 光
① 荒神 谷 か ら出 量:したglj鋼製lll、の 化 学 組 成 『荒神 谷 遺 跡 と1雪∫銅 器 』,(分 担 執 廊"三












(総合 研 究A)研 究 成 果 報{lhl}:代 表 者'F尾良 光1)p.1778.3
火n)の科 学 的 調it『落 川i跡 Ⅲ(rl然 科 学 嗣lli)』(共著::榎本 淳r・)
ll野li∫落 川 遺 跡 調 査 会 編,Pp.121131,8.3
汐 留 遺 跡 か ら出i一し た 金 ・銀 貨 の 蛍 光X線 測 定 『汐 留 遺 跡 』 第3分 冊
(共著:小 林lr1:r),汐 留 遺 跡 地 区 遺 跡 調 査 会 編,pp.3673738.3
岡 山 県 赤 磐 郡 斎 富 遺 跡 出 ヒ珠 文 鏡 の 鉛 同 位 体 比 『斎 富 遺 跡 』(岡ill県川 蔵 文化
具オ発 劫1{r調査 報 て㌣ll}:第105集),(n:著:窄夏ノトこ沖:f),
岡lli県教 育 委 員 会 編,pp.4854878.3
法 隆 寺 献 納 宝物 金 針1仏の 蛍 光X線 に よ る材 質 調 査
『法 隆 孝献 納 宝 物 金 銅 丁∠、1』,東 京 国 立 博 物 館 編,pp.4024358.3
鉛 同 位 体 比 法 に よ る春 日市 出 土 青 銅 器 の 研 究 『春 日市 史(上)』,
(共著:佐 々 木 美 喜 ・竹 中 み ゆ き),福 岡 県 春 日市 編,pp.860-9017.10
② 銅製品の科学的研究 『斑鳩藤 ノ木古墳第二・三次調査報告書・分析 と技術編』,
(共著:榎 本淳子),橿 原考古学研究所第2編pp。7-397.9
② 廣漢三星堆遺物坑青銅器的鉛同位体比値研究(共 著:金 正耀 ・馬淵久夫 ・W。
・.
1
L1三要 研 究 業績
T.Chase・三 輪 嘉 六 ・陳 徳 安 ・趙 殿 増),「 文 物 」465,pp.80-85,7.9
② 鉛 同 位 体 比 法 に よ る 古 代 鉄 器 の 原 料 産 地 推 定 の 試 み(共 著:榎 本 淳 子)
「考 古 学 とr1然科,,,,,f.」29,pp.41-537.9
② 中 性 子 放 射 化 分 析 法 に よ る カ マ ン カ レ ポ ユ ッ ク遺 跡 出 量:の銅 製 品 の 多元 素 定













福 岡 県 北)L州市 近 郊 か ら出isし た 弥 生 ～ll蹟時 代 の 銅 鏡 の 鉛 同 位 体 比
(n:著::≦冷ノトこ?{i「r),1」ヒノし'1hlll∫、Z考1㌧『1享斗勿負官イ11i:究糸己`要」2,pp.1-57.5
日本 の1量j:銅文化 の 曙(1)「バ ル カー レ ビ ー1-397,
iI本バ ル カーis㈱ 編,pp.1-67.7
1i本の 占:銅文化 の 曙(2)―バ ル カ 一ーレ ビ:,_-1398
日本 バ ル カーis㈱ 編,pp.1-67。8
11本の1書f銅文こ化 の 曙(3)「バ ル カ 一ーレ ビ ュー1399
11本バ ル カ ーL業 ㈱ 編,pp.14-207.9
古代 イ1灰岩 レ リー フ の 博物 館 収 蔵lllの劣化 と保 イ∫:処置 供 同:西 浦,忠輝 ・海
老澤 孝 雄),第17回 文化 財 保 イ∫:修復 学 会 講 演 会 大 会7。6.3-4
カマ ン カ レポ ユ ッ ク遺 跡 川t.の銅 製llliの機 器 中 性r放 射 化 分 析(共 同:鈴 木
';定悟 ・'1勺IW{lfl・占 谷L・) ,日 本 文化 財'科学 会 第12回大 会7.6.17-18
福 岡 県 春ihi∫出i一の}量f銅製 品 の 鉛1・ll位体 比(u:同:佐 々 木 美 ドを 竹 中 み ゆ き),
lI本～ヒ化 財 科 学 会 第12回大 会,7.6.17-18
11f代i'銅の 生 産 地 群 馬 県北 橘 村 歴 史 民 俗 資 料 館 講 演,7.11
占代 青 銅 器 の 保 存 科 学 一 サ ビ か らIlf銅の起 源 を 探 る
千 葉 大 学 環 境 科 学 研 究 機 構1溝演 会,一 「葉 大 学 理 学 部7.6
文化 財 保 存(劣 化 一 そ の 化 学 的 側 面)
指 定 文 化 財(美 術L芸 品)展 示 」側 及い 講 習 会(東 京),7.7










④ 文 化 財 に 及 ぼ す 環 境 汚 染 の影 響 に 関 す る研 究(1)一鎌 倉 大 仏 を 取 り巻 く環 境 測
定 結 果 一(共 同:二 宮 等),第36回 大 気 環 境 学 会 年 会,7.
④ 文 化 財 に 及 ぼ す 環 境 汚 染 の影 響 に 関 す る研 究(2)一酸 性 雨 環 境 に お け る銅 お よ
び ブ ロ ン ズ板 の リー チ ン グ試 験 一(共 同:二 宮 等),
第36回大 気 環 境 学 会 年 会,7.
④ 東 ア ジ ア 地 域 を 対 象 と し た 大 気 汚 染 物 質 の 文 化 財 及 び 材 料 へ の{;t;調査
一(第3報)(共 同:前 田 等),第36回 大 気 環 境,,,,,f.会年 会,7.





② 東京都美術館 「法隆寺金堂壁画展」に関する保 存環境調査
(共著:三 浦 ・佐野),「 保存科学」35,pp.66-73,8.3









④ 分 裂 酵 母 の 紫 外 線 感 受 性 で 減 数 分 裂 不 能 の 変 異 株mei6,mei7





④ 分裂酵母のUV-DDB相 同遺伝rの 単離 と機能解析





⑥ 無公害な文化財虫害防除法に関す る,1腱研究 一低酸素濃度殺虫法の 日本伝統
文化財への適川'F成7年 度笹川科学研究∬力成研報告書,8.3
山野 勝 次
①"悪 い 虫"か ら 楽術 品 を 守 る 『)聯1品をlo倍長持 ち させ る 本 』(共 著)
日糸XBP社,pp。185-189,8.3
② シ ロ ア リ防 除1濃 処 理 にDDVP樹 脂 燃 散 剤 を 利 川 一サ"る試 み
「し ろ あ り」IO3,pp.12-18,8.1
② 文 化 財 の 新 た な 害 虫駆 除 浬こに 関 す る 研 究(1)バ ラ ジ クロ ノレベ ンゼ ン併 用 に よ
る低 酸 素 濃 度 殺 虫 法 の 処 理 時 間 短 縮 一(共 暑::木川),
「Kイヒllオイ呆イ∫:イ1多復 学 会 誌:140,pp.24-34,8.3
⑬ 〈/Af'.Iln>より よ い 機 関 誌 を 目指 し て(司 会 ・ま とめ)
「し ろ あ り1100,pp.14-34,7.4
③ 〈文献 の 紹 介 〉 博 物 館 ・i・.虫の 温 度 処 理 に よ る防 除 総 説
「文化 財 の 虫 菌 害 】29,pp.19-39,7.6
③ 「第15回 文化 財 虫 菌害 燃 蒸処 理'案務 講 習 会 」 報告
「文 化 財 の 虫 菌 害130,pp.33-39,7.12
③ 〈文 献 の 紹 介 〉二 酸 化 炭 素 との 混 合 に よ る%・化 メチ ル と弗 化 ス ル フ リル の シ ロ
ア リに 対 す る協 力 作 用 「文化 財 の 虫 菌 害130,pp.26-31,7.12











平成7年 度 しろあ り防除施工士資格第2次 指定講習会
⑤ 文化財虫菌害漁蒸処理仕様書ならびに危害防止措置規定について
第15回文化財虫菌害煙蒸処理実務講習会,
⑤ シロア リの生体 と被害
'iZ成8年度 しろあ り防除施工士資格第1次 指定講習会,
⑤ 昆虫学の基礎知識,昆 虫による文化財の被害 と防除文化財の殺虫,
度文化財虫菌害防除作 業1三任者の能力認定試験 とその講習会
⑥ 車内昆虫談義 「しろあ り」100,p.5〔},
⑥ ノ円 蕩 幸先生の思いlil「 しろあ り」101,Pp.31;i3,











⑥ 「紙 ・布 を素材 とした 文化財の保イ∫二1イ 川 県 、ズ庭術負官研修会
⑥ 史料の保イ∫:科学 国 、/.史料館i=.催史料管理学研修7.



























⑥ 「イ ク ロ ム と共'({tして い る 『紙 のイ呆存 修 復 』 国 際 研ll劉
国 立 国 会 図ll}:館協 力 懇 談 会8.3.22
⑥ 「紙 の 保 存 修 復 」 国 際 研 修7.11.24～7.12.14
川 野 邊 渉
② 占建 築 の外 装 塗 装 の 物 性 に 関 す る研 究(IID(i,Ll浦・岡 部 ・川 野 邊)
「イ呆イ∫二,.,'f:」35,pp21-318.3
② 紫 外線 劣 化 絹 の 修 復 材 料 へ の 応liJの可能 性(川 野 邊 ・佐 野 ・米II1・三 浦 ・田
ilr卜・1苗」)「 イ11イ∫:不こト学135,pp40-488.3
② 熱 分 解 ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィー に よ る 漆 試 料 の 同 定 の11∫能 性 に つ い て(川 野





③q噂 孝金色堂の漆塗技法 と修復 建築保全No.977.9
⑤ 小型宝塔が納め られた漆箱について
埼k県 埋1歳文化財センター研究会7.5
⑤ 劣化 と保イ∫:各論 ・漆 博物館 ・)ミ術館等保イ∫二担≧1～学芸貝研修7.7
⑤ 高台寺蒔絵が及ぼす漆芸文様への影響 会津若松 支援センター7.7
⑤ 蒔絵 源流か ら1:流へ 京都lk位博物館 土曜講座7.10








(:要研 究 業 績
松 本 修 自
② 束 の な い 間 斗 東 一 「中 備 」 の一 考 察 一
奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 『文 化 財 論 叢II』 同朋 社 出 版7.9.20
0"Technologicalproblemsintheinternationalcooperativeactivityin
conservation"(宮本 ・西 浦 と 共 著)
5thseminarontheconservationofAsianculturalheritage7.10
② 歴 史 的 建 造 物 の 赤 色 塗 装
「木 造 古 建 築 の 保 存 を 目的 と した 外 装 塗 装 の 物 性 評 価 」8.3



















































③ 世 界のカリグラフィ6,阿 弥陀如来像の胸臆にみえる卍
『月刊百科』392号表紙解説7.6
③ 「lI」水画」解 説TBSブ リタニカ世 界百科辞典7.7
④ 中国江南の仏教史蹟 室町水墨画研究会7.8.26





② 仏像 を考えるとい うこと 『国華』1202号8.1
② 美術史研究における画像情報利用の基礎的条件
文部省科学研究費補助金1995年度研究成果報告書 『重点領域研究人文科学 と
コンピュー ター コンピュータ支援 による人文科学研究の推進』8.3
⑤ 仏像 を考 える とい うこと(第7回国華賞受賞記念講演)
朝 日新聞東京本社7.10.23
米倉 迫夫(文 献資料研究室長)
② アー トドキュメンテー ションの諸問題一画像を探す ・画像 を記述す る
『情報処理学会研究報告』95-CH-287,11




臣影,法 然上 人伝絵,拾 遺古徳伝絵,う たたね草紙)
『絵巻物総覧』 角川書店7.4
④ 『源頼朝像』について 肖像画シンポジウム 静嘉堂文庫7.6.11




情報処理学会(人 文科学 とコンピュー タ)7.11.25
神護寺蔵 「伝源頼朝像」一美術 史をかえ りみ るための覚番一
国文学研究資料館研究会8.1.12
源頼朝像をめ ぐって
シンポジウム 「肖像画 と歴 史学」 東京大学史料編纂所8.3.2
i'Sイ象phjと名!ブけ 『、亨、;吾』24117.11
勝木言一郎(K献 資料研究室)











一モ図 浮・彫 にlllする 考 察
『美術 史』139り'8.2
・ 小 南 海 石 窟 中窟 の 几 品 往 生 図 浮1晶1'を































小林忠編 『肉筆浮世絵大観』第6巻(麻 布)ミ術L芸 館)講 、淡社7.4
絵画のアルケオロジー一室町時代における屏風絵の意義
『国醒』1200号7.12
雷神 黒田 日出男編 『歴 史,./-'-r典』第3巻(か たちとしるし)
弘文堂7.7





① 家型埴輪 日本の美術348場 至文堂
② 巨木遺跡のil-:休縄 文文物の発見PHP研 究所
② 弥生時代の祭儀建築 と外来文化 壱岐 ・対馬の倭人伝
大阪府 、ンニ弥生博物館
② 大型祭建物 と祭祀 祭ll巳考占第5写 祭祀考古学会
④1穴 住居の系譜 奈1運Ill位文化財研究1リアシンポジウム
⑤ 国分 孝と建築 市川市立博物館








西 浦 忠 輝(環 境 解 析 研 究 指 導 室 長)
OITheProjectforRestorationofStoneReliefsofAinDaraTemple,Syria
(AnnualReport:June1994toMay1995)
東 文研 ・国1際文化 財 保 イ∫:修復 協 力 セ ン タ ー7.7
① 文 化 遺 産 の保 イ∫二と環 境 〔講座 一 文明 と環 境 〕 供 拷:)朝d/iii:lltl7.11
① 木 造 占建 築 の 保 イ∫二を 目的 と し た外 装 塗 装 σ'1色塗 装)の 物 性 、計i乏価




主要研 究 業 績
MaterialsinMomuments"(ICCROM)7.6
② 敦 煙 莫 高 窟 の 保 存 一 日中 共 同 研 究 の あ ゆ み と成 果 一




② 古 建 築 の 外 装 塗 装 の 物 性 に 関 す る研 究 〔III〕一 丹 色 塗 装 の 屋 外 曝 露 試 験 〈2>(川
野 邊 ら と共 同)「 保 存 科 学 」358.3
④ 石 材 保 存 用 樹 脂 の 評 佃i試験 〔IV〕一 強 化 用 樹 脂 のFT-IR分 析 一(大 石 ら と共
同)第17回 古文化財科学研究会大会7.6
④ 占代石灰岩 レリーフの博物館収蔵中の劣化 と保存処置(平 尾 らと共同)
第17回古文化財科学研究会大会7.6
④ 丹色塗装の屋外曝露試験 〔II〕(川野邊 らと共同)
第17回古文化財科学研究会大会7.6












④ シリアのアインダーラ神殿遺跡の保存修復 〔1〕(井上 と共同)
第3回 西アジア発掘調査報告会
⑤ シ リア,ア インダー ラ神殿遺跡の保存修復 ラジオ 日本
⑤ 劣化 と保存各論一木一 博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修
⑤ 劣化 と保存各論一石一 博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修












Conservation(宮本 らと共同)第5回 アジア文化財保 イ∫:セミナー7.10
⑤ 文化財の保存(劣 化 ・:木,金 属,石 の劣化)
文化庁指定文化財展示取扱講習会7.11




⑤ 日中共同研究のあゆみ と成 果 〔スライ ド解説〕
敦煙 莫高窟保イf:国際 シンポジウム(公 開シンポジウム)8.2
⑥ 遺産保護の現状 とill」題点ll堺 遺産 条約がllljいかけるもの一(座談会)
ユ ネスコill二界遺産19958 .2
朽津 信明(環 境解析研究指導室)
② 札幌 市 ・北海道庁II体庁舎における煉瓦の劣化 と保イ∫:
「考占学 と白然科学」
② 愛媛県今治市の占墳の赤色顔料について 「遺跡」35
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平成7年4月 より東京芸術大学 と連携 して大学院教育に従事 し,人 材養成 を直
接行 っている。 システム保存学(連 携研究分野)は,文 化財の置かれている環境
問題 を考究す る保存環境学講座 と,保 存修復に適用 され る材料について考究する

























実 施 日:平 成7年4月12L!～14日





試験内容:筆 答試験(英 語,基 礎,馴g匪j,小論 文),面接







平成7年 度は第363号か ら第364号が下記の内容で刊行 された。
美術研究 第363号(平成8年1月)
中国花鳥画の意味(上)




























美術文献 目録(定 期刊行物所載)(現代美術 ・西洋美術)
美術文献 目録(定 期刊行物所載)(束洋 占美術)
物故者
(3)芸 能 の 科 学
tai典1¥能についての研究論K調 査報告,資 料翻刻等を掲載 している。平
成7年 度 は ド記の論考集を1=UTrした、,
芸能の科学24(平成8年3月 発行)
民俗行 嘱 ・民俗芸能に見る鬼の形態
「乱声1の 系譜一雅楽 ・修il-:会か')鬼狂 、1へ一
近松門左衛 門の鬼 浄瑠璃の場合一一
長唄の鬼
蹴鞠に関する ・試論 能の身体 との関わ りから
1河歳」の民俗芸能(続)
中国泉州提線木偶虚父口1蓮戯1の1李 世民遊地府1










行 した。掲載論文は ド記の通 りである、,
保存科学第35号
高徳院国宝阿弥陀如来坐像の表面にノi成する腐食生成物の解析
松 川 史朗 ・青木 繁夫
古建築の外装塗装の物性に関する研究(Ⅲ)
一丹色塗装の屋外暴購試験 〈2>一




朽津 信 明 ・野田 裕子 ・下山 進
紫外線劣化絹の修復材料への応用の可能性
川野邊 渉 ・佐野 千絵 ・米山め ぐ美




佐野 「・絵 ・米山め ぐ爬 ・ モ浦 定俊
東京都美術館1法 【`条芋金堂壁画展」に関する保存環境調査
{左堅ff・絵 ・三浦 定俊 ・木川 りか
展示公開施設の館内環境調査報告'F成6年 度 佐野 「・絵 ・ ゐ浦定俊
'ド成7年 度修復処置概報 修復披術部
2黒 田 清 輝 巡 回 展
」切1瑚1%　 !k8;i:21J25日(日)～31J24日(日)
場 所 米r市)ミ術館
展示作品 油絵 ・パ ステルphj60,!',1,木炭デッサン50点,
その他 参考資料等25点











テ ー マ 語 り物の_ii:>fiCII
講 演(1)日 本の語 り物 と三味線
講 演 ② 中国の語 り物











4.夏 期 学術講 座
芸能部(第20回)
芸能部では,芸 能の 多角的かつ総合的な研究に資することを目的として,例
年夏期4日 闘にわたる'ン:術講座 を,i`iCIS圏各大学の大学院生を対象に実施 して
いる、,会場 を東京国 、isx化財研究所会議室とし,芸 能部員がそれぞれの専門分
野における研究成 果を体系的に論ず る、,
'ド成7年 度は1伝 統芸能の鬼1と い うテーマ を設けて部員5人 が分担 して,
7月IO日か ら1311よでの4il問にわた り実施 した。受講者は慶応義塾大学,実
践女r大 学,お 茶の水 女 ヂ大学,ii叱稲 川大学,共 ・ンニ女子大学,法 政大学,東 京
芸術 大学,東 海大学,明 治大,,.t-,東京rlV.11,f・1:大学,日 本大学,国 立音楽大学,千









































講 師 高桑いつみ 羽田 爽 及び外部の研究者 ・実技者
期 間 平成7年から2年間(毎週水曜日午後6寺～8時)
場 所 別館会議室または芸能部舞台




































































































































(1)「第19回文化財 の保 存 と修 復 に関 す る国 際研 究集 会」
名 称 敦煤 莫高窟の保存国際シンポジウム
期 間'iえ成8年2月1日 ～3日[2月4日:公 開 シンポジウム]
場 所 奈良県新公会堂
参加者250名(う ち外国人25名)
発表者 ・発表題 目等(以 下の とお り)
セ ッ シ ョ ン(1):基調 講 演
..
莫高窟保存の歴史
段 文 傑(敦 煙研究院,中 国)
莫高窟保存のための共 同研究
焚 錦 詩(敦 焼研究院,中 国)
莫高窟保存への展望一 シンポジウム開催にあたって一
西浦 忠輝(東 京国立文化財研究所)
セッシ ョン(2):地形,地 質 と石窟の環境
敦煙付近の過去2000年の環境変動について




前川 信(ゲ ティ保存研究所,ア メリカ)
莫高窟の微気象










ポ ・ミン ・リン(ゲ ティ保存研究所,ア メリカ)
セ ッション(3):石窟の構造的安定化
中国におけ る石窟の保存













李 最 雄(敦 燈研究院,中 国)
楽山大仏の修復材料 く伝統材料 と新材料〉
馬 家 郁(四 川省考古研究所,中 国)
セッション(4):壁画の強化 と修復
莫高窟壁画補修用擬土について
















隆康(シ ル クロー ド研究センター)
定俊(東 京国立文化財研究所)







一 一 一一 一 一]
「L一
事 業
基 調 講 演
文 化 財 保 存 国 際 協 力 事 業 に お け る 技 術 的 諸 問 題
伊 藤 延 男(イ コ モ ス 副 議 長,日 本)
カ ン ト リー レ ポ ー ト
ヴ ェ トナ ム に お け る文 化 財 の 保 存 と国 際 協 力
HoangDaoKinh
ホ ア ン ・ダ オ ・キ ン(ヴ ェ トナ ム 国 、ン:記念 物 修 復 セ ン ター)
マ ニ ラ,イ ン トラ ム ロ スの サ ン ア グ ス テ ィ ン教 会 の保 イ∫二
EmeritaVeranoAlrnosara
エ メ リ タ ・ベ ラ ノ ・ア ル モ サ ー ラ(フ ィ リ ピ ン 国 、k歴史 研 究 所)
文化 財 保イ∫:国際 協 力 事 業 に お け る 技 術 的 諸 問 題
DorjiWangchuk
ドル ジ ・ワ ンチ ュ ク(ブ ー タ ンk化 財'管理 局)
文化 財 保 イJ:国際 協 力4僕 に お け る 技 術 的 諸 問 題
MohammedAli
モ ハ メ ド ・ア リ(バ ン グ ラ デ シ コ.考liゴ局)
パ キ ス タ ンに お け る 文化 財 の 保 イ∫:と国 際 協 力
MuhammadAbclulI-lalim
ム ハ マ ド ・ア ブ ドゥ ル ・ハ リム(パ キ ス タ ン考 古 局)
文化 財 保 イ∫:国際 協 力Jrに お け る技 術 的 諸 問 題
AbdulSamcetiHassan
ア ブ ドゥ ル ・サ ミー ユ ・ハ ッサ ン
(モル デ ィ ブ 国 立 言語 歴 史 セ ン ター)
ム ア ラ ジ ャ ン ビ に お け る遺 跡 保 イ∫:
JunusSatrioAtmodj()
ジ ュ ヌ ス ・サ ト リオ ・ア トモ ジ ョ
(イン ドネ シ ア 地 区K化 財 保 存 事 務 所)
文 化 財 保 イ∫二国 際 協 力:そ の 課 題 と展 望
KamarttlHaharinbinHttyotlg















廉 海 藩(中 国上海博物館)
大理石製石塔の保存:ソ ウルの石塔 を例に
白 燦 圭(韓 国文化財管理局)
保存修復中央研究所の国際協力事業
UlkuIzmirligil
ウルク ・イズ ミル リジル(ト ル コ文化財保存修復 中央研究所)
ダマスカス旧市街の保 存における技術的諸問題
MouhammadHoumamZaiem
モハマ ド・ホーマ ン ・ザイエム(シ リア国考古総局)
古代都市ルアン ・プラバンの保存
BounhamChanthamat
ボーンハム ・チャンタマ ット(ラ オス国考古 ・博物館局)
ネパールでの歴史記念物の保存国際協力における技術的諸問題
UddhavAcharya







ア)訪 中(平 成7年6月20日 ～29日)
宮本長二郎,西 浦 忠輝,朽 津 信明,中 野 照男,勝 木言一郎
訪中(平 成7年10月24日～11月3日)
渡邊 明義,宮 本長二郎,西 浦 忠輝,門 倉 武夫,朽 津 信明,
勝木 言一郎,山 代 文雄
イ)研 修(平 成8年1月22日 ～3月21日)
李 実,段 修 業
9.第4回 「紙の保存修復」の国際研修
L
世界の紙の修復 専門家12名(12力国)を 集め,文 化庁および国際文化財保存
研究センター(ICCROM)と共同開催で 「紙の1呆:イ∫:修復」国際研修を行った。
脆弱な古文書や版画など,紙 を素材とした文化財の修理では,世 界の文化財に
日本の表具技術が役に立つ事が知 られ るようになっている。 この研修では,こ
のH本 の表具 技術 を伝 えることをu的 とした。
3週間の研修は表具の基本的 な技術 を参加者が経験できるような内容の実技
研修 を中心 としたが,口 本の文化史 ・文化財保護法の沿革 ・文化財に使われて
いる伝統的な素材 ・和紙 と洋紙の特性 等についての講義 を行 うとともに,研 修
旅行では和紙の紙漉場で修復材料である和紙 をよ り深 く理解す るようつ とめ
た。
海外か ら,よ り正確 な技術 を求め る声が増える中,今 回の ような 日本の専門








く期 間 〉 平 成7年11月24日 ～12月14日(21日 間)
<場所>11月24日 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所
11月25日～12月14日 京 都 国 立 博 物 館
ス タ デ ィー ツ アー 奈 良 市 ・奈 良 県 吉 野 郡 吉 野 町
〈参 加 者 〉
トボ ア ・エ リザ ベ ス
THOBOIS,Elisabeth
オー ス ト リア ア ル ベ ル テ ィー ナ グ ラ フ ィ ッ ク コ レ クシ ョ ン
コ ッ コ ・ベ ア ト リス
COCCO,BeatrizB.M.
ブ ラ ジル サ ン パ ウ ロ 美 術 館 付 属 図 瀬 官
マ ッ ク ウ ィ リア ム ズ ・ワ ン ダ
McWILLIAMS,WandaD.
カ ナ ダナ シ ョナ ル ギ ャ ラ リー
ヴ ァ レ ン トー ヴ ァ ・ヴ ラ ス タ
VALENTOVA,Vlasta
チ ェ コ プ ラハ ナ シ ョナ ル ギ ャ ラ リー
エ ル ・エ ッセ イ り ・ア ブ ドゥ ル サー ラ ム
EL-ESSEILY,Abdel-Salam
エ ジプ ト ソバ グ大 学
ラ ロ ー ク ・ クロ ー ド
LAROQUE,Claude
フ ラ ン ス パ リ第 一 大 学
ル フ ・スザ ン ヌ
RUF,Susanne
ドイ ツ シ ュ ツ ッ トガ ル ト州 立 美術 館
ウ イ ナ ー ・カ ル ヴ ィ ン
WINNER,Calvin
イ ギ リス テ イ トギ ャ ラ リー






ハ ン ガ リー 国 立 文 、1}:館
ヘ イ ケ ル ・ヴ ィ ッキ … ア ン
HEIKELL,Vicki-Anne
ニ ュー ジー ラ ン ド国 、ンllツlll}二館
ダ ン セ ル ・マ リルー
1)ANCI?L,MarilOuM.
フ ィ リ ピ ンllミ1、ンニ片盛史イリ1;究1り1
フ 」 ル ナ ンデ"lam・テ レザ
FERNANI)EZdeIio1)adilla,Teresa















有機質K化 財の構造 ・材質 ・劣化などに関す る科学的研究は,
近年,分 析技術の向 ヒにも助けられなが ら,め ざましい進歩を
遂げつつある、,しか し,非 破壊的 獄去での分析の限界など,研
究iの 抱える技術的な問題 なども少 なくない。本研究協議会は,
科学的なデー タの討議に加z,有a'f't文化財の研究に対 して望
まれている情報,将 来の展望について も検討 し,保 存 と修復に
















(1)平成7年 度職 員 の海 外渡航
事 業
氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等
































































































井餓 之輔 li1国 中国延安地ノ∫石窟寺院の調査研究 'f'成7年6月3011
～11(成7年7H1511
私費
長岡龍作 i国 中国延安地ノ∫石窟 、鴇乞の調査研究 械7年6月300
～隔F成7年7月1511
私費




















三浦定俊 ドイツ 漆1.rinの調査と研究協議 平成7年7月211
～平成7年7月1〔〕日
科学研究費










鎌倉恵子 中国 中国泉州人形劇調査 平成7年8月11(1
～平成7年8月1811
日本学術振興会


















氏 名 渡 航 先 目 的 期 問 旅費の出所等
























島尾 新 中国 中国江南地ノ∫の仏教史跡探訪 ・賊7年9月1日
～'ド成7年9月151i
私費





































































増Ⅲ勝彦 韓国 湖巌美術館での講演 平成7年11月1日
～平成7年11月5日
湖巌美術館














































































氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等
長岡龍作 イギ リス,ア イ



















































氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者























































































































氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究諜題 研究代表者
ENDERS,
SiegfriedRCT















































































































































氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
GIRMOND,
Sybille














































































































































氏 名 国 籍 所 属 等
UAyeKo外2名 ミ ャ ン マ ー 考占局技官(記念物)外
PIIUNG,Phu
外1名






ド イ ツ ザクセン州文化財団理事長
VANTONGER-
EN,Casper
オ ラ ン ダ オランダ報道関係者
SRNASTAVA,AKイ ン ド 内務省警察研究開発局技官
安 榮喜 外3名 韓 岡 文化財管理局国立文化財研究所資料室
鵜 庚武 外2名 中 国 陳西省歴史博物館副館長外2名
KOSOVA,Katar・
ina
ス ロヴ ァキア スロヴァキア文化財保獲機関会擬
李 治国 外1名 中 国 雲岡石窟文物研究所所長外1名
李 長洛 外39名 韓 国 文化体育部文化財研究所庶務課長外
GARDJII'0
外1名




美 術 関 係 図 書
日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究所
を中心に,関 連図書,各 種叢書,辞 典類など和漢香(42,764),1-t-iii(4,182),
計46,391冊のほか,各 都道府県市町村教育委貝会編集の文化財関係報告書,
美術関係雑誌,紀 要類,売 立 目録,展 覧会 目録などを所蔵 し,所 内及び所外
の研究者の利用に供 してい る。
芸 能 関 係 図書
雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他
わが国の伝統芸能の研究に必要な図、1}:10,262冊を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞
伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日
本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説などの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・
噺子手付本 ・丸本などの台本 ・譜本 も収集 している。






美 術 関 係 芸 能 関 係 保 存 科 学 ・修 復技術関係 計
和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書
7年度 51g冊 11冊 335冊 14冊 43冊 5冊 927冊




美 術 関 係 資料
実物 よりの直接撮影 を主にした写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写
真による補足整備に加えて,印 刷物中の図版をおさめるとい う方式で,当 研
究所設立当初 より一貫 して力を注いできた写真資料 を有す る。それ らは日本
東洋古美術,日 本近代・現代美術,西 洋美術の全域にわたり,そ れぞれ絵画,
香籍,彫 刻,工 芸,建 築等の諸部門に及ぶ。特別大型のものか ら小型の もの
まで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ3分 の1に あた り,別 にマイクロ ・
フィルム255巻がある。写真資料のほか,拓本,作家伝記資料,落 款印章資料,
近代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料 スクラップ等 と,図 書カー ド,図版
カー ド,各種 索引類など多数。
芸能 関 係 資料
レコー ド,録1、:テープ,シ ネフィルム,ビ デオテープ,写 真等による芸能
資料を数 多く備えている。 レコー ドには,毎 年各社から発売される伝統芸能
関係レコー ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原コ
レクションレコー ド5,450枚が含 まれている。安原 コレクシ ョンは,明 治 ・大
正 ・昭和三代にわたって発売された各種邦楽レコー ドを網羅 したもので,近
代における邦楽の実態 と変遷 を知 る上で貴重な資料である。録音テープ,ビ
デオテープ,及 び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗
芸能 その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,奏 演法の解析 を中心 と
した写真,テ ープ,あ るいは各種文書の記録写真等も含んでいる。 資料別の
所蔵数は,つ ぎの とお りである。
区 分
録 音 テ ー プ シネフィルム ビデオテープ
analog digital8mm 16mm β,VHS方式 8mm
平成7年度 37本 0本 0本 0本 95本 18本






平成7年度 1枚 416枚 0枚
合 計 7,119枚 572枚 16枚
3.主 要機 器 ・設 備
美術部 ・情報資料部
名 称 使 用 目 的 備 考







赤外線テレビ 赤外 線照 射に よる墨線 の抽出。下
図 ・銘文等の解読。
浜松テレビ
























名 称 使 用 目 的 備 考
舞台(試聴室) 日本の古典芸能を実演するのに必要 間 口590cm奥行
最小限の広さを持ち,実技者を招い き485cm残響 時
て研究のための試演を行 う。 またそ 間0.30/秒
の実演を舞台に続 く調整室で撮影 し
録音する。
録音室 実技者を招いて分析研究のための, 間 口421cm奥行





に計 り,分か りやす いグラフで記録
して,音 学的分析を行 う。
レ ー ザ ー ・ タ ー ン レー ザ ー 光 で ア ナ ロ グ ・レ コ ー ド を エルプLT-IX
テーブル 非接触で再生す る。 貴重なレコー ド
を半永久的に使用できる。
保存科学部
名 称 使 用 目 的 備 考
螢光X線 分析装置 金属,顔 料,岩 石,土 器などの化学
組成 を非破壊的に測定する。理学電
機製は可搬型である。
フ ィ リ ッ プ ス
PW1404LS,理学
電機TBFO1
原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属 などに含 まれる元
素組成 を測定する。





















名 称 使 用 目 的 備 考
電子スピン共鳴装置 遷移金属イオンや劣化 に伴 って生 じ
るフリーラジカルの強度を測定 し,
劣化の進みかたや程度を推定す る。






走査型電子顕微鏡 高倍率 で試料表而の状態 を観察す る
とともに,構 成元素の分布 を調べ,









工 業川X線 検 査装
置
透視撮影によって彫刻 ・工 芸 ・考占
遺物 ・などの構 造や 光電r撮 影に
よって絵画の顔料 を調べ る。
ブ イ リ ッ プ ス
MG321他
減圧k蒸装置 文化財加害生物を防除するための燃



















ヒ ュ ー レ ッ トバ ッ
カー ドIIP,日 本
電 子LX2000
DNAシ ーケンサ 文化財の劣化原因,生 物等の遺伝子



























レ ー ザ ー テ ッ ク
ILM21
耐候性試験機 修復材料他の耐候性試験をする。 ス ガ 試 験 機,サ ン
シ ャ イ ン ウ ェ
ザ ー メー ター













島 津 製 作 所FT
-IR8500
国際文化財保存修復協カセンター
名 称 使 川 目 的 備 考
微少部付全 自動X
線回析装置





















れた経緯から,黒 田の画業 ・功績 を記念す るために設け られた陳列室であ り,
黒田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等 を収蔵 している。
創立当時,主 として黒 田家から寄贈されたものは,油 絵125点,素描170点,
写生帖等であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈が
加わった。収蔵 品の主なるものは,「智 ・感 ・情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少
女」・「もるる日影」・「温室花壇」な どである。
5.閲 覧 室
本研究所情報資料部の図潜写真及び各種研究資料は,週 三 日(月 ・水 ・金),
主 として研究者 ・学者 ・美術関係専攻の学生等の利川に供 している。
一112一
VIL関係 法 規





































一 美 術 部




2前 項に定めるもののほか,東 京国立文化財研究所に,国 際文化財保存修復
協 力センターをiliく。
(庶務課の事務)
第119条 庶務課においては,次 の事務 をつかさどる。
一 職員の人事に関す る事務 を処理すること。
二 職貝の福利厚生に関す る事務 を処理すること。
三 公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。
四 経費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事務 を処理すること。
五 行政財産及び物品の管理に関す る事務 を処理す ること。
六 庁 内の取締 りに関すること。





2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並 びに東洋美
術に関する調査研究 を行い,及 びその結果の公表 を行 う。
3第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関
する調査研究を行 い,及 びその結果の公表 を行 うとともに黒田記念室に関す
る事務 をつかさどる。(芸能部の三窒及び事務)
第121条芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。
2演 劇研究室においては,演 劇及びその保 存に関する 一..研究を行い,並 び
にその結果の公表を行 う。
3音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び舞踊並 びにこれらの保存に関する調
査研究 を行 い,並 びにその結果の公表を行 う。
4民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及び保存に関する調査研究を行 い,
並びにその結:果の公表 を行 う。
(保存科学部の三室及びh務)
第122条保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研 究室 を置 く。
2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分
析化学的調ifi:研究を含む。)を行い,並 びにその1:果の公表 を行 う。
3物 理研究室においては,文 化財及びその保存に関する物理学的調査研究を
行 い,並 びにその結果の公表を行 う。
4生 物研究r:においては,文 化財及びその保存に関する生物学的調査研究を




2第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外
のもの を材料 とす る文化財の修復に関する科学的,技 術的調査研究 を行い,
及びその結果の公表を行 う。y
3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とする文化財の修復
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